
大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（1）

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
）

　
　
―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

山

本

秀

樹

　
大
阪
が
天
下
の
台
所
化
す
る
の
は
寛
文
期
で
あ
る（

1
）。

　
前
号
で
述
べ
た
大
阪
最
古
の
出
版
物
が
確
認
さ
れ
る
年
代
と
重
な
る
。

　
元
来
東
日
本
へ
は
江
戸
、
西
日
本
へ
は
京
都
、
だ
け
で
本
の
供
給
は
充
分
に
可

能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
廻
船
の
要
所
、
海
側
の
大
阪
に
出
版
業
が
波
及
し
せ

り
出
し
た
形
勢
で
あ
る
。

　
大
阪
の
全
国
的
価
値
の
高
ま
り
と
と
も
に
当
然
大
阪
関
連
の
出
版
物
が
必
要
と

さ
れ
る
し
、
ま
た
、
大
阪
の
都
市
的
価
値
の
高
ま
り
が
ま
た
、
大
阪
の
文
化
に
付

加
価
値
を
付
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
大
阪
の
出
版
は
遅
咲
き
の
開
花
時
期
を
迎
え
る
。

　
江
戸
の
政
治
経
済
、
京
都
の
文
化
、
大
阪
の
経
済
、
三
都
と
呼
ば
れ
た
三
つ
の

都
市
は
、
い
ず
れ
も
他
の
領
域
か
ら
見
て
も
無
視
し
が
た
い
意
義
を
有
し
た
都
市

で
あ
る（

2
）。

　
こ
の
三
つ
の
都
市
に
し
か
、
出
版
業
が
開
花
定
着
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
江
戸

時
代
に
お
い
て
、
他
の
領
域
か
ら
見
て
も
無
視
し
が
た
い
意
義
を
有
す
る
こ
と
、

他
領
域
か
ら
の
人
の
移
動
居
住
が
、
そ
の
都
市
で
出
版
業
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
の

自
然
な
前
提
を
な
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
江
戸
時
代
の
三
つ
の
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
町
奉
行
に
支
配

さ
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
出
版
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
で
そ
れ
ぞ
れ
の
町
奉
行
に

対
し
て
版
権
の
確
保
を
は
か
っ
た
―
―
と
な
め
ら
か
に
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

歴
史
の
別
動
状
況
は
そ
の
よ
う
に
す
ら
す
ら
と
述
べ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

　
江
戸
で
は
、
早
く
に
諸
商
人
諸
職
人
が
座
的
団
体
を
形
成
し
て
し
ま
っ
た
た
め

に
幕
府
の
都
政
方
針
に
反
し
て
し
ま
い
、
諸
商
人
諸
職
人
の
仲
間
結
合
が
禁
じ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
（
明
暦
三
年
・
一
六
五
七
）
た
め
に
、
出
版
業
者
が
団
結
し
て
版

権
の
確
保
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
拙
著
『
江
戸
時
代
三
都
出
版
法
大

概
』
本
章
「
三
都
町
触
に
よ
る
江
戸
時
代
出
版
法
概
観
」
八
「
三
都
個
別
出
版
法

―
―
享
保
以
前
」（
三
）「
明
暦
三
年
同
業
者
仲
間
申
合
禁
止
令
（
江
戸
）」
二
六
〇
、

二
六
一
ペ
ー
ジ
お
よ
び
二
九
二
ペ
ー
ジ
注
（
23
）
参
照
）。

　
出
版
業
に
お
い
て
は
、
江
戸
を
除
く
京
都
・
大
阪
の
二
都
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出

版
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
団
結
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
出
版
権
の
確
保
を
は
か
っ
た
（
同

右
本
章
八
「
三
都
個
別
出
版
法
―
―
享
保
以
前
」（
五
）「
重
板
類
板
禁
令
（
元
禄

十
一
年
・
一
六
九
八
以
後
上
方
令
）」）。

　
本
稿
は
そ
の
う
ち
の
大
阪
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
つ
ぶ
さ
を
確
認
す
る
こ
と
を

試
み
る
。
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一

　
前
回
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
、
大
阪
に
お
い
て
は
大
阪
町
奉
行
に
訴

え
て
重
板
類
板
禁
止
の
判
決
を
得
て
、
大
阪
の
全
本
屋
は
仲
間
を
結
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
そ
の
際
、そ
れ
を
大
阪
町
奉
行
に
求
め
た
の
が
、大
阪
の
本
屋
二
十
四
名
で
あ
っ

た
こ
と
が
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
も
述
べ
た
。

　
そ
の
二
十
四
名
と
は
以
下
の
者
た
ち
で
あ
る
と
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
は
言

う
（『
鑑
定
録
』〔
六
〕
享
保
八
年
八
月
七
日
本
屋
仲
間
行
司
設
立
許
可
願
訴
状（

3
））。

　
　
１

　
　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門

　
　
２

　
　
秋
田
屋
市
兵
衛

　
　
３

　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛

　
　
４

　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛

　
　
５

　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門

　
　
６

　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

　
　
７

　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
８

　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　
９

　
　
本
屋
清
三
郎

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　

12
　
　
本
屋
庄
太
郎

　
　

13
　
　
本
屋
嘉
兵
衛

　
　

14
　
　
藤
屋
弥
兵
衛

呉
服
町

安
堂
寺
町
五
丁
目

錺
屋
町

浄
覚
町

順
慶
町

博
労
町

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

淡
路
町
切
町

高
麗
橋
壱
丁
目

　
　

15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛

　
　

16
　
　
小
嶋
勘
右
衛
門

　
　

17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門

　
　

18
　
　
藤
屋
長
兵
衛

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

　
　

20
　
　
本
屋
伝
七

　
　

21
　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛

　
　

22
　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門

　
　

23
　
　
油
屋
与
兵
衛

　
　

24
　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門

　
史
料
は
元
禄
十
一
年
か
ら
は
二
十
五
年
後
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
大
阪

町
奉
行
所
に
本
屋
仲
間
行
司
の
設
置
を
願
い
出
た
際
の
も
の
で
、
こ
の
後
本
稿
で

確
認
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
彼
ら
が
そ
の
ま
ま
元
禄
十
一
年
時
点
の
二
十
四
名

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
『
鑑
定
録
』
の
〔
七
〕、
こ
の
年
八
月
二

十
六
日
の
、
大
阪
町
奉
行
の
意
を
体
し
た
（
で
あ
ろ
う
）
惣
年
寄
の
尋
ね
に
対
す

る
九
月
十
四
日
本
屋
仲
間
返
答
書
（
四
七
一
、
四
七
二
頁
）
に
、
こ
の
度
の
願
人

二
十
四
人
に
関
し
て
、
彼
ら
は
こ
の
二
十
四
人
が
元
禄
十
一
年
重
板
類
板
禁
止
判

決
を
獲
得
し
た
二
十
四
人
で
あ
る
と
言
う
。

（
問
） 
今
度
弐
拾
四
人
よ
り
相
願
ひ
候
趣
、
当
地
本
屋
中
へ
申
し
談
じ
候
上
に
て

相
願
ひ
候
哉
、
又
は
弐
拾
四
人
ま
で
申
し
談
じ
候
哉
の
事

（
答
） 

御
当
地
本
屋
ど
も
の
儀
は
、
只
今
ま
で
「
仲
間
」
と
申
す
儀
御
座
無
く
候

へ
ど
も
、
重
板
類
板
猥
り
に
御
座
候
に
付
き
私
共
弐
拾
四
人
、
元
禄
十
一

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

同
壱
丁
目

心
斎
町

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（3）

年
寅
八
月
七
日
、
重
板
類
板
仕
ら
ず
候
様
に
願
ひ
上
げ
奉
り
候
処
に
、
聞

こ
し
召
し
上
げ
さ
せ
ら
れ
、
同
月
廿
二
日
御
停
止
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
、

其
已
後
私
共
互
い
に
申
合
、
去
る
丑
年
ま
で
は
相
応
の
新
板
物
仕
立
て
、

板
木
等
も
所
持
仕
者
共
に
て
御
座
候
（
享
保
六
丑
年
閏
七
月
、
三
都
共
に

町
触
が
出
て
新
規
出
版
は
停
止
さ
れ
た
。
前
掲
拙
著
本
章
六
「
三
都
共
通

出
版
法
（
二
）
―
享
保
零
年
代
町
触
」
第
（
一
）
節
参
照
。
―
山
本
注
）。

尤
も
私
共
頭
取
仕
り
候
義
に
て
は
御
座
無
く
候
。（
傍
線
山
本
。以
下
同
様
）

　
な
お
、
九
月
十
四
日
時
点
で
、
こ
こ
に
彼
ら
は
「
只
今
ま
で
仲
間
と
申
す
儀
御

座
無
く
候
へ
ど
も
」
と
言
う
。

　
し
か
し
、
彼
ら
は
こ
れ
以
前
に
八
月
七
日
訴
状
で
は
「
仲
間
」
だ
と
言
っ
て
い

る
。

　
　 （
元
禄
十
一
年
に
重
板
類
板
を
）
御
停
止
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
下
さ
れ
有
り

難
く
存
じ
奉
り
候
。
其
後
我
々
共
仲
間
の
内
に
て
諸
事
相
改
め
、
出
入
り
こ

れ
無
き
様
に
相
守
り
罷
り
有
り
候
御
事
。

　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
常
語
と
法
的
用
語
の
間
に
明
確
な
境
界
の
な
い
江
戸
時
代

の
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
言
葉
づ
か
い
の
問
題
に
属
す
る
。

　「
仲
間
」
と
言
う
か
ら
に
は
「
組
」
み
「
合
」
っ
て
「
組
」
ん
で
い
る
実
態
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
元
禄
時
点
で
そ
の
実
態
を
確
実
に
有
し
て
い
る
の
は
二

十
四
人
の
仲
間
た
ち
で
、
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
判
決
を
楯
に
し
て
大
阪
の
全

本
屋
の
出
版
原
稿
を
提
出
さ
せ
検
閲
す
る
権
限
を
有
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
実
行
す

る
体
制
を
布
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
「
組
織
し
た
」
と
ま
で
表
現
す
る
の
は
現
代
日
常
語
に
お
い

て
も
遠
慮
憚
り
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
、
裏
を
返
せ
ば
、
結
局
、
元
禄
時
点
に
お
け

る
「
仲
間
」
に
は
全
大
阪
の
本
屋
規
模
に
お
け
る
「
仲
間
」
組
織
と
し
て
の
実
体

ま
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
に
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
（
原
稿
を
検
閲
し
て
い
る
）
の
は
二
十
四
名

の
本
屋
仲
間
た
ち
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
本
屋
た
ち
は
組
織
と
し
て
活
動
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う（

4
）。

　
彼
ら
は
享
保
時
に
本
屋
「
仲
間
」
行
司（

5
）の

設
置
を
願
い
出
た
。
そ
の
本
屋
「
仲

間
」
は
ほ
か
な
ら
ぬ
大
阪
町
奉
行
の
出
し
た
判
決
に
よ
っ
て
「
仲
間
」
化
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
判
決
を
得
た
訴
え
を
出
し
た
二
十
四
名
と
今
の
二
十
四

名
の
間
で
実
際
に
は
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
と
し
て
も
、
こ
こ
は
、
今
の
二
十

四
名
が
元
禄
十
一
年
時
の
二
十
四
名
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
な
の

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
重
板
類
板
を
防
ぐ
た
め
に
写
本
検

閲
を
行
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
検
閲
役
は
二
十
四
名
の
間
で
の
ま
わ
り
も

ち
と
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
享
保
八
年
の
二
十
四
名
は
、
元
禄
十
一
年
の
二
十

四
名
と
同
じ
人
間
か
あ
る
い
は
元
禄
十
一
年
の
二
十
四
名
か
ら
そ
の
本
屋
行
司
的

役
割
を
引
き
継
い
だ
人
間
で
構
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
彼
ら
が
享
保
八
年
の
時
点
で
、
わ
れ
わ
れ
が
元
禄
十
一
年
の
二
十
四
名
で
あ
る

と
表
現
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
正
確
な
表
現
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
ま
ち
が
い

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
前
回
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
、
大
阪
に
お
い
て
は
大
阪
町
奉
行
に
訴

え
て
重
板
類
板
禁
止
の
判
決
を
得
て
、
大
阪
の
全
本
屋
は
仲
間
を
結
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
そ
の
際
、そ
れ
を
大
阪
町
奉
行
に
求
め
た
の
が
、大
阪
の
本
屋
二
十
四
名
で
あ
っ

た
こ
と
が
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
も
述
べ
た
。

　
そ
の
二
十
四
名
と
は
以
下
の
者
た
ち
で
あ
る
と
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
は
言

う
（『
鑑
定
録
』〔
六
〕
享
保
八
年
八
月
七
日
本
屋
仲
間
行
司
設
立
許
可
願
訴
状（

3
））。

　
　
１
　
　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門

　
　
２
　
　
秋
田
屋
市
兵
衛

　
　
３
　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛

　
　
４
　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛

　
　
５
　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門

　
　
６
　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

　
　
７
　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
８
　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　
９
　
　
本
屋
清
三
郎

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　

12
　
　
本
屋
庄
太
郎

　
　

13
　
　
本
屋
嘉
兵
衛

　
　

14
　
　
藤
屋
弥
兵
衛

呉
服
町

安
堂
寺
町
五
丁
目

錺
屋
町

浄
覚
町

順
慶
町

博
労
町

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

淡
路
町
切
町

高
麗
橋
壱
丁
目

　
　

15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛

　
　

16
　
　
小
嶋
勘
右
衛
門

　
　

17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門

　
　

18
　
　
藤
屋
長
兵
衛

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

　
　

20
　
　
本
屋
伝
七

　
　

21
　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛

　
　

22
　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門

　
　

23
　
　
油
屋
与
兵
衛

　
　

24
　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門

　
史
料
は
元
禄
十
一
年
か
ら
は
二
十
五
年
後
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
大
阪

町
奉
行
所
に
本
屋
仲
間
行
司
の
設
置
を
願
い
出
た
際
の
も
の
で
、
こ
の
後
本
稿
で

確
認
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
彼
ら
が
そ
の
ま
ま
元
禄
十
一
年
時
点
の
二
十
四
名

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
『
鑑
定
録
』
の
〔
七
〕、
こ
の
年
八
月
二

十
六
日
の
、
大
阪
町
奉
行
の
意
を
体
し
た
（
で
あ
ろ
う
）
惣
年
寄
の
尋
ね
に
対
す

る
九
月
十
四
日
本
屋
仲
間
返
答
書
（
四
七
一
、
四
七
二
頁
）
に
、
こ
の
度
の
願
人

二
十
四
人
に
関
し
て
、
彼
ら
は
こ
の
二
十
四
人
が
元
禄
十
一
年
重
板
類
板
禁
止
判

決
を
獲
得
し
た
二
十
四
人
で
あ
る
と
言
う
。

（
問
） 

今
度
弐
拾
四
人
よ
り
相
願
ひ
候
趣
、
当
地
本
屋
中
へ
申
し
談
じ
候
上
に
て

相
願
ひ
候
哉
、
又
は
弐
拾
四
人
ま
で
申
し
談
じ
候
哉
の
事

（
答
） 

御
当
地
本
屋
ど
も
の
儀
は
、
只
今
ま
で
「
仲
間
」
と
申
す
儀
御
座
無
く
候

へ
ど
も
、
重
板
類
板
猥
り
に
御
座
候
に
付
き
私
共
弐
拾
四
人
、
元
禄
十
一

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

同
壱
丁
目

心
斎
町

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（3）

年
寅
八
月
七
日
、
重
板
類
板
仕
ら
ず
候
様
に
願
ひ
上
げ
奉
り
候
処
に
、
聞

こ
し
召
し
上
げ
さ
せ
ら
れ
、
同
月
廿
二
日
御
停
止
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
、

其
已
後
私
共
互
い
に
申
合
、
去
る
丑
年
ま
で
は
相
応
の
新
板
物
仕
立
て
、

板
木
等
も
所
持
仕
者
共
に
て
御
座
候
（
享
保
六
丑
年
閏
七
月
、
三
都
共
に

町
触
が
出
て
新
規
出
版
は
停
止
さ
れ
た
。
前
掲
拙
著
本
章
六
「
三
都
共
通

出
版
法
（
二
）
―
享
保
零
年
代
町
触
」
第
（
一
）
節
参
照
。
―
山
本
注
）。

尤
も
私
共
頭
取
仕
り
候
義
に
て
は
御
座
無
く
候
。（
傍
線
山
本
。以
下
同
様
）

　
な
お
、
九
月
十
四
日
時
点
で
、
こ
こ
に
彼
ら
は
「
只
今
ま
で
仲
間
と
申
す
儀
御

座
無
く
候
へ
ど
も
」
と
言
う
。

　
し
か
し
、
彼
ら
は
こ
れ
以
前
に
八
月
七
日
訴
状
で
は
「
仲
間
」
だ
と
言
っ
て
い

る
。

　
　 （
元
禄
十
一
年
に
重
板
類
板
を
）
御
停
止
仰
せ
付
け
さ
せ
ら
れ
下
さ
れ
有
り

難
く
存
じ
奉
り
候
。
其
後
我
々
共
仲
間
の
内
に
て
諸
事
相
改
め
、
出
入
り
こ

れ
無
き
様
に
相
守
り
罷
り
有
り
候
御
事
。

　
こ
れ
は
お
そ
ら
く
日
常
語
と
法
的
用
語
の
間
に
明
確
な
境
界
の
な
い
江
戸
時
代

の
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
言
葉
づ
か
い
の
問
題
に
属
す
る
。

　「
仲
間
」
と
言
う
か
ら
に
は
「
組
」
み
「
合
」
っ
て
「
組
」
ん
で
い
る
実
態
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
元
禄
時
点
で
そ
の
実
態
を
確
実
に
有
し
て
い
る
の
は
二

十
四
人
の
仲
間
た
ち
で
、
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
判
決
を
楯
に
し
て
大
阪
の
全

本
屋
の
出
版
原
稿
を
提
出
さ
せ
検
閲
す
る
権
限
を
有
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
実
行
す

る
体
制
を
布
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
を
「
組
織
し
た
」
と
ま
で
表
現
す
る
の
は
現
代
日
常
語
に
お
い

て
も
遠
慮
憚
り
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
、
裏
を
返
せ
ば
、
結
局
、
元
禄
時
点
に
お
け

る
「
仲
間
」
に
は
全
大
阪
の
本
屋
規
模
に
お
け
る
「
仲
間
」
組
織
と
し
て
の
実
体

ま
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
に
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
（
原
稿
を
検
閲
し
て
い
る
）
の
は
二
十
四
名

の
本
屋
仲
間
た
ち
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
本
屋
た
ち
は
組
織
と
し
て
活
動
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う（

4
）。

　
彼
ら
は
享
保
時
に
本
屋
「
仲
間
」
行
司（

5
）の

設
置
を
願
い
出
た
。
そ
の
本
屋
「
仲

間
」
は
ほ
か
な
ら
ぬ
大
阪
町
奉
行
の
出
し
た
判
決
に
よ
っ
て
「
仲
間
」
化
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
判
決
を
得
た
訴
え
を
出
し
た
二
十
四
名
と
今
の
二
十
四

名
の
間
で
実
際
に
は
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た
と
し
て
も
、
こ
こ
は
、
今
の
二
十

四
名
が
元
禄
十
一
年
時
の
二
十
四
名
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
な
の

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
重
板
類
板
を
防
ぐ
た
め
に
写
本
検

閲
を
行
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
検
閲
役
は
二
十
四
名
の
間
で
の
ま
わ
り
も

ち
と
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
享
保
八
年
の
二
十
四
名
は
、
元
禄
十
一
年
の
二
十

四
名
と
同
じ
人
間
か
あ
る
い
は
元
禄
十
一
年
の
二
十
四
名
か
ら
そ
の
本
屋
行
司
的

役
割
を
引
き
継
い
だ
人
間
で
構
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
彼
ら
が
享
保
八
年
の
時
点
で
、
わ
れ
わ
れ
が
元
禄
十
一
年
の
二
十
四
名
で
あ
る

と
表
現
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
正
確
な
表
現
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
ま
ち
が
い

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
三
十
九
号
（
二
〇
一
五
・
三
）

（4）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
さ
て
、
大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
本
稿
が
当
面
記
述
し
よ
う
と
し

て
い
た
時
点
は
、
い
ま
だ
そ
の
初
発
、
元
禄
時
点
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
だ
享
保
時
の
こ
と
で
は
な
い
。

　
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
の
入
手
で
き
る
二
十
四
名
の
名
簿
は
享
保
時
点
の
も
の
な

の
で
、
今
の
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
元
禄
の
二
十
四
名
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
塩
村
耕
氏
も
編
著
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
翻
刻
・
校
異
／
解
説
・
索
引

　

篇
（
重
要
古
典
籍
叢
刊
一
、
和
泉
書
院
、
平
成
十
一
年
）「〔
解
説
補
稿
〕
初
期
大

坂
の
出
版
界
に
つ
い
て
」
で
『
差
定
帳
』『
鑑
定
録
』
の
二
十
四
名
を
あ
げ
て
「
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
享
保
度
の
連
名
で
、
元
禄
の
連
名
か
ら
は
一
部
、
代
替
わ
り
や

名
義
替
え
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
六
五
三
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
は
メ
ン
バ
ー
の
交
替
さ
え
も
あ
り
得
た
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
う
思

う
の
は
、
彼
ら
が
重
板
類
板
監
視
の
た
め
の
写
本
検
閲
役
で
あ
り
、
申
合
せ
規
定

が
定
め
ら
れ
た
以
上
、
当
初
通
り
二
十
四
名
の
人
数
が
維
持
さ
れ
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
塩
村
氏
は
同
右
編
著
に
付
し
た「
元
禄
末
年
以
前
の
大
坂
版
元
と
出
版
物
一
覧
」

に
お
い
て
、
多
年
眼
に
と
ま
っ
た
と
い
う
元
禄
年
間
ま
で
の
大
阪
の
本
屋
の
出
版

書
の
一
覧
を
作
成
し
て
い
る（

6
）の

で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
元
禄
年
間
に
二
十
四
名

の
本
屋
が
重
板
類
板
の
禁
止
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
合
い
を
推
し
は
か
っ

て
み
た
い
。

　
塩
村
氏
の
一
覧
は
全
百
六
十
六
軒
も
の
本
屋
の
名
前
と
出
版
書
名
が
居
並
ぶ
壮

観
を
呈
す
る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
に
は
同
人
異
名
の
名
前
や
、
同
一
人
物
の
可
能
性
の
あ
る

名
前
、
出
版
物
の
記
さ
れ
な
い
書
肆
名
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
仮
に
そ
れ
ら

の
数
を
す
べ
て
の
ぞ
く
と
、
出
版
物
の
知
ら
れ
る
大
阪
の
本
屋
の
数
は
百
五
十
七

軒
に
な
る
。

　
ま
た
、
元
禄
よ
り
前
の
出
版
書
は
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
元
禄
年
間
の
出

版
物
が
見
ら
れ
な
い
書
肆
を
そ
の
う
ち
か
ら
の
ぞ
く
と
、
元
禄
年
間
の
出
版
物
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
大
阪
の
本
屋
の
数
は
百
二
軒
に
な
る
。

　
先
の
二
十
四
名
は
こ
の
百
二
軒
の
本
屋
の
な
か
の
二
十
四
軒
に
す
ぎ
な
い
と
一

応
は
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
屋
の
う
ち
に
は
、
た
ま
た
ま
充
分
に
出
版
書
の
調
査
が
ゆ
き
と
ど

い
て
い
る
本
屋
も
あ
り
、
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
た
ま
た
ま
眼
に

ふ
れ
た
出
版
書
の
み
が
覚
え
書
き
さ
れ
た
本
屋
も
あ
り
得
る
、
情
報
の
質
に
精
粗

が
あ
り
得
る
一
覧
な
の
で
、
確
定
的
な
こ
と
は
も
と
よ
り
言
い
に
く
い
が
、
そ
れ

で
も
二
十
四
名
の
本
屋
が
、
守
る
べ
き
実
用
書
や
、
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
で
あ

ろ
う
西
鶴
の
読
み
物
な
ど
と
い
っ
た
、
よ
い
商
品
を
出
し
て
い
る
本
屋
が
多
い
よ

う
で
あ
る
こ
と
は
看
て
取
れ
る
。

　
ま
た
一
方
で
、
二
十
四
名
以
外
の
本
屋
の
圧
倒
的
大
多
数
は
、
さ
ほ
ど
多
く
の

出
版
点
数
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
今
日
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
合
い

も
ふ
く
む
か
も
し
れ
な
い
が
）
小
書
肆
で
あ
っ
た
。

　
人
の
仕
事
の
引
き
写
し
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
気
は
引
け
る
が
、
大
阪
本
屋
仲
間

の
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
す
る
本
稿
は
、
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
き
つ
つ
も
塩
村
氏

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（5）

の
一
覧
か
ら
彼
ら
が
我
が
物
と
し
て
そ
れ
が
産
み
出
す
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
本

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　 （
書
肆
名
の
上
に
○
が
付
い
て
い
な
い
の
は
、
一
覧
に
何
ら
の
手
が
か
り
も

発
見
で
き
な
か
っ
た
書
肆
で
あ
る
。

　
　 

　
？
が
付
い
て
い
る
の
は
一
字
ち
が
い
の
名
前
で
、
後
考
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
る
。）

　
　 （
な
お
、
※
の
記
述
は
江
戸
時
代
前
期
の
大
阪
案
内
書
の
記
載
の
有
無
に
関

わ
る
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
大
阪
案
内
書
の
略
称
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
雀
跡

　
＝ 

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
五
月
・
大
阪

　
本
屋
六
兵
衛
版
『
増

補
難
波
す
ゞ
め
跡
追
』

　
　
　
　
調
方
記
＝ 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
三
月
・
大
阪
（
２
秋
田
屋
）
大
野

木
市
兵
衛
・
江
戸
同
出
店
版
『

　
買
物
調
方
記
』

　
　
　
　
鶴

　
　
＝
延
宝
七
年
七
月
・
大
阪

　
京
板
木
屋
伊
右
衛
門
版
『
難
波
鶴
』

　
　
　
　
丸

　
　
＝ 

元
禄
九
年
四
月
・
大
阪
（
23
）
油
屋
与
兵
衛
・（
14
）
藤
屋

弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
伊
丹
屋
与
兵
衛
・

豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
版
『
難
波
丸
』

　
　
　
　
Ⅱ
次
本
＝ 

元
禄
九
年
四
月
か
ら
間
も
な
く
出
た
と
考
証
さ
れ
る
（
塩
村

氏
前
掲
書
「
解
説
」）
同
年
月
刊
記
・
同
書
肆
版
『
難
波
丸
』

訂
正
版
）

国諸

　
○
１
　 

　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
（
羽
生
紀
子
「
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
毛
利
田
庄

太
郎
出
版
書
目
年
表
」（『
鳴
尾
説
林
』
平
成
九
年
九
月
）
が
参
照
さ
れ

て
い
る
。）

　
　
　（
岡
田
氏
・
福
寿
堂
）
心
斎
橋
筋
八
丁
目
呉
服
町
角

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※ 

あ
る
い
は
『
鶴
』「
板
木
屋
」
の
項
「
心
斎
橋
す
〔
じ
〕　
三
郎
右
衛

門
」
と
同
人
か
。
そ
れ
な
ら
ば
板
木
屋
系
の
本
屋
。

　
　
　『
法
花
初
心
成
仏
抄
』
天
和
３
（
求
板
）

　
　
　『
女
諸
礼
集
』
天
和
３
（
求
板
）

　
　
　『
諸
艶
大
鑑
』
貞
享
１
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
貞
享
２
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
鍼
灸
抜
萃
』
貞
享
２

　
　
　『
諸
芸
小
鏡
』
貞
享
３
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
・
江
、
本
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
合
類
外
科
衆
方
規
矩
』
貞
享
３
（
大
、
山
川
半
右
衛
門
・
森
田
庄
太
郎

と
合
）

　
　
　『
好
色
一
代
女
』
貞
享
３
（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
本
朝
二
十
不
孝
』
貞
享
３
（
江
、
万
谷

（
マ
マ
）清

兵
衛
・
大
、
千
種
五
兵
衛
と

合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
本
朝
列
仙
伝
』
貞
享
３
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
武
道
伝
来
記
』
貞
享
４
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
新
可
笑
記
』
元
禄
１
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

呉
服
町



岡
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二

　
さ
て
、
大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
に
つ
い
て
語
る
本
稿
が
当
面
記
述
し
よ
う
と
し

て
い
た
時
点
は
、
い
ま
だ
そ
の
初
発
、
元
禄
時
点
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
だ
享
保
時
の
こ
と
で
は
な
い
。

　
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
の
入
手
で
き
る
二
十
四
名
の
名
簿
は
享
保
時
点
の
も
の
な

の
で
、
今
の
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
元
禄
の
二
十
四
名
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
塩
村
耕
氏
も
編
著
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
翻
刻
・
校
異
／
解
説
・
索
引
　

篇
（
重
要
古
典
籍
叢
刊
一
、
和
泉
書
院
、
平
成
十
一
年
）「〔
解
説
補
稿
〕
初
期
大

坂
の
出
版
界
に
つ
い
て
」
で
『
差
定
帳
』『
鑑
定
録
』
の
二
十
四
名
を
あ
げ
て
「
こ

れ
は
あ
く
ま
で
も
享
保
度
の
連
名
で
、
元
禄
の
連
名
か
ら
は
一
部
、
代
替
わ
り
や

名
義
替
え
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
六
五
三
頁
）
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
お
そ
ら
く
は
メ
ン
バ
ー
の
交
替
さ
え
も
あ
り
得
た
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
う
思

う
の
は
、
彼
ら
が
重
板
類
板
監
視
の
た
め
の
写
本
検
閲
役
で
あ
り
、
申
合
せ
規
定

が
定
め
ら
れ
た
以
上
、
当
初
通
り
二
十
四
名
の
人
数
が
維
持
さ
れ
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
塩
村
氏
は
同
右
編
著
に
付
し
た「
元
禄
末
年
以
前
の
大
坂
版
元
と
出
版
物
一
覧
」

に
お
い
て
、
多
年
眼
に
と
ま
っ
た
と
い
う
元
禄
年
間
ま
で
の
大
阪
の
本
屋
の
出
版

書
の
一
覧
を
作
成
し
て
い
る（

6
）の

で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
元
禄
年
間
に
二
十
四
名

の
本
屋
が
重
板
類
板
の
禁
止
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
合
い
を
推
し
は
か
っ

て
み
た
い
。

　
塩
村
氏
の
一
覧
は
全
百
六
十
六
軒
も
の
本
屋
の
名
前
と
出
版
書
名
が
居
並
ぶ
壮

観
を
呈
す
る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
に
は
同
人
異
名
の
名
前
や
、
同
一
人
物
の
可
能
性
の
あ
る

名
前
、
出
版
物
の
記
さ
れ
な
い
書
肆
名
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
仮
に
そ
れ
ら

の
数
を
す
べ
て
の
ぞ
く
と
、
出
版
物
の
知
ら
れ
る
大
阪
の
本
屋
の
数
は
百
五
十
七

軒
に
な
る
。

　
ま
た
、
元
禄
よ
り
前
の
出
版
書
は
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
元
禄
年
間
の
出

版
物
が
見
ら
れ
な
い
書
肆
を
そ
の
う
ち
か
ら
の
ぞ
く
と
、
元
禄
年
間
の
出
版
物
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
大
阪
の
本
屋
の
数
は
百
二
軒
に
な
る
。

　
先
の
二
十
四
名
は
こ
の
百
二
軒
の
本
屋
の
な
か
の
二
十
四
軒
に
す
ぎ
な
い
と
一

応
は
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
屋
の
う
ち
に
は
、
た
ま
た
ま
充
分
に
出
版
書
の
調
査
が
ゆ
き
と
ど

い
て
い
る
本
屋
も
あ
り
、
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
た
ま
た
ま
眼
に

ふ
れ
た
出
版
書
の
み
が
覚
え
書
き
さ
れ
た
本
屋
も
あ
り
得
る
、
情
報
の
質
に
精
粗

が
あ
り
得
る
一
覧
な
の
で
、
確
定
的
な
こ
と
は
も
と
よ
り
言
い
に
く
い
が
、
そ
れ

で
も
二
十
四
名
の
本
屋
が
、
守
る
べ
き
実
用
書
や
、
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
で
あ

ろ
う
西
鶴
の
読
み
物
な
ど
と
い
っ
た
、
よ
い
商
品
を
出
し
て
い
る
本
屋
が
多
い
よ

う
で
あ
る
こ
と
は
看
て
取
れ
る
。

　
ま
た
一
方
で
、
二
十
四
名
以
外
の
本
屋
の
圧
倒
的
大
多
数
は
、
さ
ほ
ど
多
く
の

出
版
点
数
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
今
日
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
合
い

も
ふ
く
む
か
も
し
れ
な
い
が
）
小
書
肆
で
あ
っ
た
。

　
人
の
仕
事
の
引
き
写
し
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
気
は
引
け
る
が
、
大
阪
本
屋
仲
間

の
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
す
る
本
稿
は
、
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
き
つ
つ
も
塩
村
氏

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（5）

の
一
覧
か
ら
彼
ら
が
我
が
物
と
し
て
そ
れ
が
産
み
出
す
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
本

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　 （
書
肆
名
の
上
に
○
が
付
い
て
い
な
い
の
は
、
一
覧
に
何
ら
の
手
が
か
り
も

発
見
で
き
な
か
っ
た
書
肆
で
あ
る
。

　
　 

　
？
が
付
い
て
い
る
の
は
一
字
ち
が
い
の
名
前
で
、
後
考
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
る
。）

　
　 （
な
お
、
※
の
記
述
は
江
戸
時
代
前
期
の
大
阪
案
内
書
の
記
載
の
有
無
に
関

わ
る
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
大
阪
案
内
書
の
略
称
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
雀
跡

　
＝ 

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
五
月
・
大
阪

　
本
屋
六
兵
衛
版
『
増

補
難
波
す
ゞ
め
跡
追
』

　
　
　
　
調
方
記
＝ 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
三
月
・
大
阪
（
２
秋
田
屋
）
大
野

木
市
兵
衛
・
江
戸
同
出
店
版
『

　
買
物
調
方
記
』

　
　
　
　
鶴

　
　
＝
延
宝
七
年
七
月
・
大
阪

　
京
板
木
屋
伊
右
衛
門
版
『
難
波
鶴
』

　
　
　
　
丸

　
　
＝ 

元
禄
九
年
四
月
・
大
阪
（
23
）
油
屋
与
兵
衛
・（
14
）
藤
屋

弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
伊
丹
屋
与
兵
衛
・

豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
版
『
難
波
丸
』

　
　
　
　
Ⅱ
次
本
＝ 

元
禄
九
年
四
月
か
ら
間
も
な
く
出
た
と
考
証
さ
れ
る
（
塩
村

氏
前
掲
書
「
解
説
」）
同
年
月
刊
記
・
同
書
肆
版
『
難
波
丸
』

訂
正
版
）

国諸

　
○
１

　 

　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
（
羽
生
紀
子
「
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
毛
利
田
庄

太
郎
出
版
書
目
年
表
」（『
鳴
尾
説
林
』
平
成
九
年
九
月
）
が
参
照
さ
れ

て
い
る
。）

　
　
　（
岡
田
氏
・
福
寿
堂
）
心
斎
橋
筋
八
丁
目
呉
服
町
角

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※ 

あ
る
い
は
『
鶴
』「
板
木
屋
」
の
項
「
心
斎
橋
す
〔
じ
〕　
三
郎
右
衛

門
」
と
同
人
か
。
そ
れ
な
ら
ば
板
木
屋
系
の
本
屋
。

　
　
　『
法
花
初
心
成
仏
抄
』
天
和
３
（
求
板
）

　
　
　『
女
諸
礼
集
』
天
和
３
（
求
板
）

　
　
　『
諸
艶
大
鑑
』
貞
享
１
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
貞
享
２
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
鍼
灸
抜
萃
』
貞
享
２

　
　
　『
諸
芸
小
鏡
』
貞
享
３
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
・
江
、
本
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
合
類
外
科
衆
方
規
矩
』
貞
享
３
（
大
、
山
川
半
右
衛
門
・
森
田
庄
太
郎

と
合
）

　
　
　『
好
色
一
代
女
』
貞
享
３
（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
本
朝
二
十
不
孝
』
貞
享
３
（
江
、
万
谷

（
マ
マ
）清

兵
衛
・
大
、
千
種
五
兵
衛
と

合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
本
朝
列
仙
伝
』
貞
享
３
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
武
道
伝
来
記
』
貞
享
４
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
新
可
笑
記
』
元
禄
１
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

呉
服
町



岡
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　『
和
漢
朗
詠
図
解
』
元
禄
２
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
源
平
太
平
記
評
判
』
元
禄
４
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
熊
野
紀
行
』
元
禄
４
成

　
　
　『
難
経
本
義
大
鈔
』
元
禄
８

　
　
　『
和
漢
初
学
便
蒙
』
元
禄
８
（
京
、
志
水
長
兵
衛
・
江
、
八
尾
徳
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
朱
子
読
余
隠
之
尊
孟
弁
』
元
禄
８

　
　
　『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』
元
禄
８

　
　
　『
謡
曲
百
番
』
元
禄
８

　
　
　『
四
国
遍
礼
手
鑑
』
元
禄
10

　
　
　『
城
山
八
景
詩
集
』
元
禄
11

　
　
　『
鍼
灸
抜
萃
大
成
』
元
禄
12

　
○
２

　
　
秋
田
屋
市
兵
衛

　
　
　（
大
野
木
氏
）
心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町

　
　
　『
書
翰
初
学
抄
』
寛
文
９
（
求
板
後
印
）

　
　
　『
好
色
一
代
男
』
天
和
２
（
求
板
後
印
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
大
雑
書
』
元
禄
４

　
　
　『
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
』
元
禄
４

　
　
　『
重
宝
記
大
全
』
元
禄
４
（
江
、
同
出
見
世
と
合
）

　
　
　『
　
買
物
調
方
記
』

　
○
３
　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛

安
堂
寺
町
五
丁
目

国諸
錺
屋
町

　
　
　（
松
村
氏
）
順
慶
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
本
屋
九
兵
衛
（
心
斎
橋
）
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　（
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」の
項
。）

　
　
　
　
※
京
の
敦
賀
屋
の
出
店
で
あ
ろ
う
。
大
坂
進
出
は
元
禄
ご
ろ
か
。

　
　
　『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
16
（
大
、
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
○
４

　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛

　
　
　（
鳥
飼
）
順
慶
町
心
斎
橋
筋

　
　
　『
冷
斎
夜
話
』
寛
文
６
（
求
板
）

　
　
　『
春
秋
春
王
正
月
考
』
元
禄
10
（
求
板
）

　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
隅
谷
源
右
衛
門
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
童
子
往
来
綱
目
』
元
禄
11
（
大
、
堺
屋
平
右
衛
門
・
秋
田
屋
治
兵
衛
・

伊
賀
野
弥
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
庭
訓
往
来
』
元
禄
13
（
大
、
伊
賀
野
弥
兵
衛
・
大
黒
屋
喜
左
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
　
　『
は
い
か
い
日
本
国
』
元
禄
16

　
○
５
　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門

浄
覚
町

順
慶
町

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（7）

　
　
　（
渋
川
氏
）
心
斎
橋
筋
順
慶
町

　
　
　『
三
国
志
』
寛
文
10
（
求
板
。
松
村
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
名
類
聚
抄
』
寛
文
12
（
求
板
）

　
　
　『
碧
玉
集
』
寛
文
12
（
求
板
か
）

　
　
　『
北
条
九
代
記
』
寛
文
12
・
延
宝
３
（
求
板
か
）

　
　
　『
楊
弓
射
礼
蓬
矢
抄
』
貞
享
２
（
求
板
か
）

　
　
　『
本
朝
桜
陰
比
事
』
元
禄
２
（
求
板
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
古
今
著
聞
集
』
元
禄
２
（
求
板
）

　
　
　『
拾
遺
古
徳
伝
』
元
禄
５

　
　
　『
三
体
詩
』
元
禄
７

　
　
　『
石
山
居
士
医
按
』
元
禄
９

　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
隅
谷
源
右
衛
門
・
鳥
飼
市
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
女
用
文
章
綱
目
』
元
禄
11

　
　
　『
本
朝
通
記
』
元
禄
11
（
求
板
。
松
村
九
兵
衛
・
渋
川
与
市
と
合
）

　
　
　『
増
益
女
教
文
章
』
元
禄
12

　
　
　『
当
世
誹
諧
楊
梅
』
元
禄
15

　
　
　『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
16
（
大
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
敦
賀
屋
九
兵
衛
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
　
　『
武
家
百
人
一
首
』
元
禄
16

　
　
６

　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

博
労
町

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
７
　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
　
保
武
多
（
誉
田
屋
）
伊
右
衛
門

　
心
斎
橋
筋
博
労
町

　
　
　
　
※ 

『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
（「
こ
ん
た
や
」
と

あ
り
）。

　
　
　『
太
平
記
』
元
禄
10

　
　
　『
新
撰
万
葉
集
』
元
禄
12

　
　
　『
盛
衰
記
源
平
往
来
』
元
禄
14

　
　
　『
太
平
記
忠
臣
往
来
』
元
禄
14

　
　
８

　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
９

　
　
本
屋
清
三
郎

　
　
　 （
こ
の
名
称
で
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
塩
村
氏
「
解
説
」
六
五
三
頁
に
村

上
清
三
郎
と
す
る
。）

　
　
　
村
上
清
三
郎

　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
千
金
壷
』
貞
享
５
（
京
、
勧
道
軒
・
江
、
村
上
源
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
３
（
京
、
平
楽
寺
・
江
、
村
上
五
郎
兵
衛
と
合
）

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
三
十
九
号
（
二
〇
一
五
・
三
）

（6）

　
　
　『
和
漢
朗
詠
図
解
』
元
禄
２
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
源
平
太
平
記
評
判
』
元
禄
４
（
京
、
中
村
孫
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
熊
野
紀
行
』
元
禄
４
成

　
　
　『
難
経
本
義
大
鈔
』
元
禄
８

　
　
　『
和
漢
初
学
便
蒙
』
元
禄
８
（
京
、
志
水
長
兵
衛
・
江
、
八
尾
徳
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
朱
子
読
余
隠
之
尊
孟
弁
』
元
禄
８

　
　
　『
賀
茂
皇
太
神
宮
記
』
元
禄
８

　
　
　『
謡
曲
百
番
』
元
禄
８

　
　
　『
四
国
遍
礼
手
鑑
』
元
禄
10

　
　
　『
城
山
八
景
詩
集
』
元
禄
11

　
　
　『
鍼
灸
抜
萃
大
成
』
元
禄
12

　
○
２
　
　
秋
田
屋
市
兵
衛

　
　
　（
大
野
木
氏
）
心
斎
橋
筋
安
堂
寺
町

　
　
　『
書
翰
初
学
抄
』
寛
文
９
（
求
板
後
印
）

　
　
　『
好
色
一
代
男
』
天
和
２
（
求
板
後
印
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
大
雑
書
』
元
禄
４

　
　
　『
頭
書
増
補
節
用
集
大
全
』
元
禄
４

　
　
　『
重
宝
記
大
全
』
元
禄
４
（
江
、
同
出
見
世
と
合
）

　
　
　『
　
買
物
調
方
記
』

　
○
３
　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛

安
堂
寺
町
五
丁
目

国諸
錺
屋
町

　
　
　（
松
村
氏
）
順
慶
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
本
屋
九
兵
衛
（
心
斎
橋
）
と
同
人
か
。

　
　
　
　
　（
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」の
項
。）

　
　
　
　
※
京
の
敦
賀
屋
の
出
店
で
あ
ろ
う
。
大
坂
進
出
は
元
禄
ご
ろ
か
。

　
　
　『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
16
（
大
、
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
○
４
　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛

　
　
　（
鳥
飼
）
順
慶
町
心
斎
橋
筋

　
　
　『
冷
斎
夜
話
』
寛
文
６
（
求
板
）

　
　
　『
春
秋
春
王
正
月
考
』
元
禄
10
（
求
板
）

　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
隅
谷
源
右
衛
門
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
童
子
往
来
綱
目
』
元
禄
11
（
大
、
堺
屋
平
右
衛
門
・
秋
田
屋
治
兵
衛
・

伊
賀
野
弥
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
庭
訓
往
来
』
元
禄
13
（
大
、
伊
賀
野
弥
兵
衛
・
大
黒
屋
喜
左
衛
門
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
・
柏
原
屋
清
右
衛
門
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
　
　『
は
い
か
い
日
本
国
』
元
禄
16

　
○
５
　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門

浄
覚
町

順
慶
町

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（7）

　
　
　（
渋
川
氏
）
心
斎
橋
筋
順
慶
町

　
　
　『
三
国
志
』
寛
文
10
（
求
板
。
松
村
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
名
類
聚
抄
』
寛
文
12
（
求
板
）

　
　
　『
碧
玉
集
』
寛
文
12
（
求
板
か
）

　
　
　『
北
条
九
代
記
』
寛
文
12
・
延
宝
３
（
求
板
か
）

　
　
　『
楊
弓
射
礼
蓬
矢
抄
』
貞
享
２
（
求
板
か
）

　
　
　『
本
朝
桜
陰
比
事
』
元
禄
２
（
求
板
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
古
今
著
聞
集
』
元
禄
２
（
求
板
）

　
　
　『
拾
遺
古
徳
伝
』
元
禄
５

　
　
　『
三
体
詩
』
元
禄
７

　
　
　『
石
山
居
士
医
按
』
元
禄
９

　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
隅
谷
源
右
衛
門
・
鳥
飼
市
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
女
用
文
章
綱
目
』
元
禄
11

　
　
　『
本
朝
通
記
』
元
禄
11
（
求
板
。
松
村
九
兵
衛
・
渋
川
与
市
と
合
）

　
　
　『
増
益
女
教
文
章
』
元
禄
12

　
　
　『
当
世
誹
諧
楊
梅
』
元
禄
15

　
　
　『
軽
口
御
前
男
』
元
禄
16
（
大
、
敦
賀
屋
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
通
俗
呉
越
軍
談
』
元
禄
16
（
大
、
吉
文
字
屋
市
兵
衛
・
敦
賀
屋
九
兵
衛
・

敦
賀
屋
清
助
と
合
）

　
　
　『
武
家
百
人
一
首
』
元
禄
16

　
　
６
　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

博
労
町

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
７

　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
　
保
武
多
（
誉
田
屋
）
伊
右
衛
門

　
心
斎
橋
筋
博
労
町

　
　
　
　
※ 

『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
（「
こ
ん
た
や
」
と

あ
り
）。

　
　
　『
太
平
記
』
元
禄
10

　
　
　『
新
撰
万
葉
集
』
元
禄
12

　
　
　『
盛
衰
記
源
平
往
来
』
元
禄
14

　
　
　『
太
平
記
忠
臣
往
来
』
元
禄
14

　
　
８

　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
９

　
　
本
屋
清
三
郎

　
　
　 （
こ
の
名
称
で
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
塩
村
氏
「
解
説
」
六
五
三
頁
に
村

上
清
三
郎
と
す
る
。）

　
　
　
村
上
清
三
郎

　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
千
金
壷
』
貞
享
５
（
京
、
勧
道
軒
・
江
、
村
上
源
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
元
禄
３
（
京
、
平
楽
寺
・
江
、
村
上
五
郎
兵
衛
と
合
）

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
三
十
九
号
（
二
〇
一
五
・
三
）

（8）

　
　
　『
和
漢
能
書
評
林
』
元
禄
６
（
京
、
鈴
木
太
兵
衛
・
芝
山
勝
助
と
合
）

　
　
　 『
小
夜
嵐
物
語
』
元
禄
10
（
京
、
富
倉
太
兵
衛
・
江
、
小
川
新
兵
衛
と
合
。

西
鶴
書
と
の
奥
書
お
よ
び
刊
記
の
刊
年
と
富
倉
の
行
は
入
れ
木
。）

　
　
　『
算
法
天
元
録
』
元
禄
10
（
京
、
大
井
七
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
字
解
』
元
禄
12
序
（
合
）

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
12

　
　
本
屋
庄
太
郎

　
　
　 

↓
毛
利
田
（
森
田
）
庄
太
郎
（
本
屋
）（
羽
生
紀
子
「
岡
田
三
郎
右
衛
門
・

毛
利
田
庄
太
郎
出
版
書
目
年
表
」（『
鳴
尾
説
林
』
平
成
九
年
九
月
）
が
参

照
さ
れ
て
い
る
。）

　
　
　
北
御
堂
前
安
土
町

　
　
　
　
※ 

『
雀
跡
』
に
初
め
て
本
屋
と
し
て
唯
一
軒
「
御
堂
筋
じ
や
う
か
く
町

　
本
屋
庄
太
郎
」
と
し
て
載
る
。『
鶴
』「
書
物
屋
」、『
調
方
記
』「
書

林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
続
歌
林
良
材
集
』
貞
享
１
（
求
板
）

　
　
　『
椀
久
一
世
の
物
語
』
貞
享
２
（
西
鶴
本
）

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

　
　
　『
竹
斎
療
治
の
評
判
』
貞
享
２

　
　
　『
小
竹
集
』
貞
享
２
（
西
鶴
序
）

　
　
　『
東
方
朔
秘
伝
置
文
』
貞
享
３
（
刊
記
入
れ
木
）

　
　
　『
好
色
五
人
女
』
貞
享
３
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
合
類
外
科
衆
方
規
矩
』
貞
享
３
（
大
、
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
山
川
半
右

衛
門
と
合
）

　
　
　『
金
銀
万
能
丸
』
貞
享
４

　
　
　 『
日
本
永
代
蔵
』
貞
享
５
（
京
、
金
屋
長
兵
衛
・
江
、
西
村
梅
風
軒
と
合
）

（
西
鶴
本
）

　
　
　『
国
朝
佳
節
録
』
貞
享
５

　
　
　『
真
言
開
庫
集
』
貞
享
５
（
江
、
前
川
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
古
文
孝
経
』
貞
享
５
（
京
、
西
村
七
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
家
内
重
宝
記
』
元
禄
２

　
　
　『
三
教
正
宗
』
元
禄
２

　
　
　『
新
撰
節
用
集
』
元
禄
３

　
　
　『
大
増
益
頭
書
新
撰
陰
陽
八
卦
鈔
』
元
禄
３

　
　
　『
和
漢
朗
詠
集
』
元
禄
５

　
　
　『
礦
石
集
』
元
禄
６
（
大
、
小
嶋
九
郎
兵
衛
・
京
、
中
河
喜
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
元
禄
６

　
　
　『
異
称
日
本
伝
』
元
禄
６

　
　
　『
文
体
明
弁
粋
抄
』
元
禄
７
（
求
板
）

　
　
　『
金
持
重
宝
記
』
元
禄
７
（
求
板
改
題
本
）

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（9）

　
　
　『
諸
人
重
宝
記
』
元
禄
８
（
江
、
山
形
屋
吉
兵
衛
・
京
、
金
屋
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
本
朝
貞
女
物
語
』
元
禄
８
（
求
板
改
題
本
）

　
　
　『
紫
栢
老
人
心
経
説
・
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
正
眼
』
元
禄
８

　
　
　『
万
世
大
雑
書
』
元
禄
８
（
大
、
小
嶋
勘
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
新
撰
万
葉
集
』
元
禄
９
（
京
、
武
村
新
兵
衛
・
大
、
吉
田
九
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
嫁
聚
重
宝
記
』
元
禄
10
（
京
、
井
筒
屋
九
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
天
文
図
解
発
揮
』
元
禄
10
（
大
、
古
本
屋
清
左
衛
門
・
伊
丹
屋
太
郎
右

衛
門
と
合
）

　
　
　『
八
幡
宮
本
紀
』
元
禄
10

　
　
　 『
定
家
流
朗
詠
集
』
元
禄
10
（
江
、
西
村
理
右
衛
門
・
京
、
武
田
次
右
衛

門
と
合
）

　
　
　『
前
王
廟
陵
記
』
元
禄
11

　
　
　『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
元
禄
11
（
大
、
古
本
屋
清
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
註
維
摩
詰
経
日
講
左
券
』
元
禄
13

　
　
　『
狂
言
記
』
元
禄
13
（
京
、
野
田
弥
兵
衛
・
江
、
野
田
重
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
人
鬼
論
』
元
禄
15

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15
（
大
、
伊
丹
屋
茂
兵
衛
と
合
）

　
○
13
　
　
本
屋
嘉
兵
衛

　
　
　 （
後
に
引
く
坂
本
宗
子
編
『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
享

保
以
後
の
こ
の
嘉
兵
衞
は
安
井
氏（

7
）。）

　
　
　
安
井
加
兵
衛
（
嘉
兵
衛
）　
心
斎
橋
筋
淡
路
町
南
江
入
丁

淡
路
町
切
町

　
　
　『
韻
鏡
問
答
抄
』
貞
享
４

　
　
　『
武
家
義
理
物
語
』
貞
享
５
（
京
、
山
岡
市
兵
衛
・
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
合
類
韻
鏡
』
貞
享
５
序

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
豊
嶋
又
兵
衛
・
藤

屋
弥
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
・
油
屋
与
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
兵
法
奥
義
書
』
元
禄
14

　
○
14

　
　
藤
屋
弥
兵
衛

　
　
　
藤
屋
（
浅
野
）
弥
兵
衛

　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」の
項
。『
丸
』

「
経
師
屋
」
の
項
の
「
本
や
弥
兵
衛
」
は
同
人
と
思
わ
れ
、
経
師
屋

系
の
本
屋
。

　
　
　『
簠
簋
内
伝
諺
解
大
成
』
天
和
２

　
　
　『〔
女
郎
の
名
寄
〕』
元
禄
３
（
江
、
村
上
源
兵
衛
・
大
、
菊
屋
勘
四
郎
と
合
）

　
　
　『
浦
島
太
郎
物
語
』
元
禄
４
（
京
、
田
中
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
幼
悟
家
書
』
元
禄
６
（
京
、
浅
野
久
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
日
本
武
士
鑑
』
元
禄
９
（
京
、
浅
野
久
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
油
屋
与
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・

伊
丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
油
屋
与
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上

加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
首
書
四
部
録
』
元
禄
11
（
京
、
永
田
調
兵
衛
・
山
本
八
左
衛
門
と
合
）

高
麗
橋
壱
丁
目



岡
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学
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院
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文
化
科
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紀
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（8）

　
　
　『
和
漢
能
書
評
林
』
元
禄
６
（
京
、
鈴
木
太
兵
衛
・
芝
山
勝
助
と
合
）

　
　
　 『
小
夜
嵐
物
語
』
元
禄
10
（
京
、
富
倉
太
兵
衛
・
江
、
小
川
新
兵
衛
と
合
。

西
鶴
書
と
の
奥
書
お
よ
び
刊
記
の
刊
年
と
富
倉
の
行
は
入
れ
木
。）

　
　
　『
算
法
天
元
録
』
元
禄
10
（
京
、
大
井
七
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
字
解
』
元
禄
12
序
（
合
）

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
12
　
　
本
屋
庄
太
郎

　
　
　 

↓
毛
利
田
（
森
田
）
庄
太
郎
（
本
屋
）（
羽
生
紀
子
「
岡
田
三
郎
右
衛
門
・

毛
利
田
庄
太
郎
出
版
書
目
年
表
」（『
鳴
尾
説
林
』
平
成
九
年
九
月
）
が
参

照
さ
れ
て
い
る
。）

　
　
　
北
御
堂
前
安
土
町

　
　
　
　
※ 

『
雀
跡
』
に
初
め
て
本
屋
と
し
て
唯
一
軒
「
御
堂
筋
じ
や
う
か
く
町

　
本
屋
庄
太
郎
」
と
し
て
載
る
。『
鶴
』「
書
物
屋
」、『
調
方
記
』「
書

林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
続
歌
林
良
材
集
』
貞
享
１
（
求
板
）

　
　
　『
椀
久
一
世
の
物
語
』
貞
享
２
（
西
鶴
本
）

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

　
　
　『
竹
斎
療
治
の
評
判
』
貞
享
２

　
　
　『
小
竹
集
』
貞
享
２
（
西
鶴
序
）

　
　
　『
東
方
朔
秘
伝
置
文
』
貞
享
３
（
刊
記
入
れ
木
）

　
　
　『
好
色
五
人
女
』
貞
享
３
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
合
類
外
科
衆
方
規
矩
』
貞
享
３
（
大
、
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
山
川
半
右

衛
門
と
合
）

　
　
　『
金
銀
万
能
丸
』
貞
享
４

　
　
　 『
日
本
永
代
蔵
』
貞
享
５
（
京
、
金
屋
長
兵
衛
・
江
、
西
村
梅
風
軒
と
合
）

（
西
鶴
本
）

　
　
　『
国
朝
佳
節
録
』
貞
享
５

　
　
　『
真
言
開
庫
集
』
貞
享
５
（
江
、
前
川
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
古
文
孝
経
』
貞
享
５
（
京
、
西
村
七
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
家
内
重
宝
記
』
元
禄
２

　
　
　『
三
教
正
宗
』
元
禄
２

　
　
　『
新
撰
節
用
集
』
元
禄
３

　
　
　『
大
増
益
頭
書
新
撰
陰
陽
八
卦
鈔
』
元
禄
３

　
　
　『
和
漢
朗
詠
集
』
元
禄
５

　
　
　『
礦
石
集
』
元
禄
６
（
大
、
小
嶋
九
郎
兵
衛
・
京
、
中
河
喜
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
元
禄
６

　
　
　『
異
称
日
本
伝
』
元
禄
６

　
　
　『
文
体
明
弁
粋
抄
』
元
禄
７
（
求
板
）

　
　
　『
金
持
重
宝
記
』
元
禄
７
（
求
板
改
題
本
）

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（9）

　
　
　『
諸
人
重
宝
記
』
元
禄
８
（
江
、
山
形
屋
吉
兵
衛
・
京
、
金
屋
九
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
本
朝
貞
女
物
語
』
元
禄
８
（
求
板
改
題
本
）

　
　
　『
紫
栢
老
人
心
経
説
・
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
正
眼
』
元
禄
８

　
　
　『
万
世
大
雑
書
』
元
禄
８
（
大
、
小
嶋
勘
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
新
撰
万
葉
集
』
元
禄
９
（
京
、
武
村
新
兵
衛
・
大
、
吉
田
九
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
嫁
聚
重
宝
記
』
元
禄
10
（
京
、
井
筒
屋
九
郎
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
天
文
図
解
発
揮
』
元
禄
10
（
大
、
古
本
屋
清
左
衛
門
・
伊
丹
屋
太
郎
右

衛
門
と
合
）

　
　
　『
八
幡
宮
本
紀
』
元
禄
10

　
　
　 『
定
家
流
朗
詠
集
』
元
禄
10
（
江
、
西
村
理
右
衛
門
・
京
、
武
田
次
右
衛

門
と
合
）

　
　
　『
前
王
廟
陵
記
』
元
禄
11

　
　
　『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
元
禄
11
（
大
、
古
本
屋
清
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
註
維
摩
詰
経
日
講
左
券
』
元
禄
13

　
　
　『
狂
言
記
』
元
禄
13
（
京
、
野
田
弥
兵
衛
・
江
、
野
田
重
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
人
鬼
論
』
元
禄
15

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15
（
大
、
伊
丹
屋
茂
兵
衛
と
合
）

　
○
13

　
　
本
屋
嘉
兵
衛

　
　
　 （
後
に
引
く
坂
本
宗
子
編
『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
享

保
以
後
の
こ
の
嘉
兵
衞
は
安
井
氏（

7
）。）

　
　
　
安
井
加
兵
衛
（
嘉
兵
衛
）　
心
斎
橋
筋
淡
路
町
南
江
入
丁

淡
路
町
切
町

　
　
　『
韻
鏡
問
答
抄
』
貞
享
４

　
　
　『
武
家
義
理
物
語
』
貞
享
５
（
京
、
山
岡
市
兵
衛
・
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
合
類
韻
鏡
』
貞
享
５
序

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
豊
嶋
又
兵
衛
・
藤

屋
弥
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
・
油
屋
与
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
兵
法
奥
義
書
』
元
禄
14

　
○
14
　
　
藤
屋
弥
兵
衛

　
　
　
藤
屋
（
浅
野
）
弥
兵
衛

　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」の
項
。『
丸
』

「
経
師
屋
」
の
項
の
「
本
や
弥
兵
衛
」
は
同
人
と
思
わ
れ
、
経
師
屋

系
の
本
屋
。

　
　
　『
簠
簋
内
伝
諺
解
大
成
』
天
和
２

　
　
　『〔
女
郎
の
名
寄
〕』
元
禄
３
（
江
、
村
上
源
兵
衛
・
大
、
菊
屋
勘
四
郎
と
合
）

　
　
　『
浦
島
太
郎
物
語
』
元
禄
４
（
京
、
田
中
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
幼
悟
家
書
』
元
禄
６
（
京
、
浅
野
久
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
日
本
武
士
鑑
』
元
禄
９
（
京
、
浅
野
久
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
油
屋
与
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・

伊
丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
油
屋
与
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上

加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
首
書
四
部
録
』
元
禄
11
（
京
、
永
田
調
兵
衛
・
山
本
八
左
衛
門
と
合
）

高
麗
橋
壱
丁
目



岡
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（10）

　
　
　『
九
州
記
』
元
禄
13
（
京
、
田
中
庄
兵
衛
・
寺
尾
勘
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
安
井
嘉
兵
衛
・
豊

嶋
又
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
・
油
屋
与
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
風
流
敗
毒
散
』
元
禄
16
（
京
、
中
林
次
郎
兵
衛
・
金
屋
半
右
衛
門
と
合
）

　
○
15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛

　
　
　
梶
木
町

　
　
　
　
※
太
郎
右
衛
門
の
後
か
。

　
　
　『
天
文
図
解
』
元
禄
２
（
後
印
か
）

　
　
　『
古
暦
便
覧
備
考
』
元
禄
12

　
　
　『
増
益
塵
劫
記
大
全
』
元
禄
14

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15
（
大
、
毛
利
田
庄
太
郎
と
合
）

　
○
16

　
　
小
嶋
勘
右
衛
門

　
　
　
北
久
太
郎
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
万
世
大
雑
書
』
元
禄
８
（
大
、
毛
利
田
庄
太
郎
と
合
）

　
　
　『
曽
丹
集
』
元
禄
８
（
京
、
中
川
喜
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
精
進
新
料
理
抄
』
元
禄
10

　
　
　『
三
教
指
帰
』
元
禄
10

　
　
　『
弁
弁
惑
通
衡
』
元
禄
12

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

　
？
17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門

　
　
　（
西
沢
九
左
衛
門
（
正
本
屋
・
き
や
う
げ
ん
本
や
・
よ
し
み
や
）

　
　
　
　
上
久
宝
寺
町
三
丁
目
（
播
磨
町
）

　
　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
草
紙
屋
」
の
項
。

　
　
　
　『
岩
井
半
四
郎
さ
い
ご
物
語
』
元
禄
12

　
　
　
　『
は
や
り
歌
古
今
集
』
元
禄
12

　
　
　
　『
日
本
記
素
戔
嗚
尊
』
元
禄
14

　
　
　
　『
西
国
巡
礼
友
力
』
元
禄
14

　
　
　
　『
江
戸
道
中
記
大
全
』
元
禄
14
ご
ろ
）

　
○
18

　
　
藤
屋
長
兵
衛

　
　
　
野
村
長
兵
衛
（
富
士
屋
・
藤
屋
）　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
謡
本
』
元
禄
５

　
　
　『
　
武
城
旧
記
』
元
禄
６
（
京
、
寺
田
与
平
次
・
野
間
長
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
西
鶴
置
土
産
』
元
禄
６
（
未
発
見
の
初
版
本
版
元
か
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
男
女
諸
礼
宝
鑑
』
元
禄
11
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
塵
劫
記
』
元
禄
11

　
　
　『
囃
子
謡
重
宝
記
』
元
禄
12

　
　
　『
清
輔
朝
臣
集
』
元
禄
12
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
・
京
、
永
田
調
兵
衛
と
合
）

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

本日

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（11）

　
　
　『
塵
劫
記
』
元
禄
13

　
　
　『
つ
れ
づ
れ
清
談
抄
』
元
禄
14

　
　
　『
風
流
神
代
巻
』
元
禄
15

　
　
　『
越
後
軍
記
』
元
禄
15
（
京
、
野
村
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
俳
諧
辻
談
義
』
元
禄
16

　
　
　『
誹
諧
名
取
川
』
元
禄
16

　
　
　『
当
流
誹
諧
村
雀
』
元
禄
16

　
　
　『
う
き
世
笠
』
元
禄
16

　
　
　『
友
ち
か
ら
』
元
禄
16

　
　
　『
俳
諧
す
が
た
な
ぞ
』
元
禄
16

　
　
　『
長
崎
虫
眼
鏡
』
元
禄
17

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
20
　
　
本
屋
伝
七

　
　
　
心
斎
橋
平
野
町

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
正
本
屋
伝
七
（
上
久
宝
寺
町
）
と
同
人
か
（
た
だ
し
住
所
異
な
る
）。

　
　
　（
正
本
屋
伝
七

　
　
　 

上
久
宝
寺
町

　
　
　
　
　
※
本
屋
伝
七
と
同
人
か
（
た
だ
し
住
所
異
な
る
）。

同
壱
丁
目

心
斎
町

　
　
　
　『
さ
る
の
と
し
う
た
お
ん
ど
大
ぶ
つ
く
や
う
三
段
切
』元
禄
５（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
な
に
は
の
む
め
や
七
ね
ん
き
』
元
禄
５
（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
日
本
女
護
之
島
』
元
禄
10
（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
お
ど
り
く
ど
き
女
庭
訓
』（
一
枚
刷
））

　
○
21

　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛

　
　
　
本
町
五
丁
目
御
堂
筋
角

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
『
雀
跡
』
以
下
の
諸
書
に
見
え
る
人
形
屋
。

　
　
　
　
※ 

な
お
、
こ
の
小
浜
屋
は
江
戸
後
期
ま
で
存
続
し
、
明
和
年
間
に
は
本

町
五
丁
目
の
町
年
寄
を
勤
め
て
い
た
こ
と
や
そ
の
地
所
等
の
こ
と
が
、

同
町
内
で
薬
屋
を
営
ん
で
い
た
上
田
誓
斎
家
の
文
書
（
神
戸
市
、
橋

口
和
子
氏
蔵
）
に
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
判
明
し
て
い
る
。

　
　
　『
難
波
鑑
』
延
宝
８
（
大
、
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
太
平
記
』
延
宝
８
（
求
板
本
）

　
○
22
　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門

　
　
　
高
麗
橋
心
斎
橋
筋
南
入

　
　
　『
一
目
玉
鉾
』
元
禄
２
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
本
朝
桜
陰
比
事
』
元
禄
２
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
元
禄
17
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
・
京
、
上
村
平
左
衛



岡
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　『
九
州
記
』
元
禄
13
（
京
、
田
中
庄
兵
衛
・
寺
尾
勘
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
安
井
嘉
兵
衛
・
豊

嶋
又
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
・
油
屋
与
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
風
流
敗
毒
散
』
元
禄
16
（
京
、
中
林
次
郎
兵
衛
・
金
屋
半
右
衛
門
と
合
）

　
○
15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛

　
　
　
梶
木
町

　
　
　
　
※
太
郎
右
衛
門
の
後
か
。

　
　
　『
天
文
図
解
』
元
禄
２
（
後
印
か
）

　
　
　『
古
暦
便
覧
備
考
』
元
禄
12

　
　
　『
増
益
塵
劫
記
大
全
』
元
禄
14

　
　
　『
明
智
軍
記
』
元
禄
15
（
大
、
毛
利
田
庄
太
郎
と
合
）

　
○
16
　
　
小
嶋
勘
右
衛
門

　
　
　
北
久
太
郎
町
心
斎
橋
筋

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
万
世
大
雑
書
』
元
禄
８
（
大
、
毛
利
田
庄
太
郎
と
合
）

　
　
　『
曽
丹
集
』
元
禄
８
（
京
、
中
川
喜
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
精
進
新
料
理
抄
』
元
禄
10

　
　
　『
三
教
指
帰
』
元
禄
10

　
　
　『
弁
弁
惑
通
衡
』
元
禄
12

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

　
？
17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門

　
　
　（
西
沢
九
左
衛
門
（
正
本
屋
・
き
や
う
げ
ん
本
や
・
よ
し
み
や
）

　
　
　
　
上
久
宝
寺
町
三
丁
目
（
播
磨
町
）

　
　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
草
紙
屋
」
の
項
。

　
　
　
　『
岩
井
半
四
郎
さ
い
ご
物
語
』
元
禄
12

　
　
　
　『
は
や
り
歌
古
今
集
』
元
禄
12

　
　
　
　『
日
本
記
素
戔
嗚
尊
』
元
禄
14

　
　
　
　『
西
国
巡
礼
友
力
』
元
禄
14

　
　
　
　『
江
戸
道
中
記
大
全
』
元
禄
14
ご
ろ
）

　
○
18
　
　
藤
屋
長
兵
衛

　
　
　
野
村
長
兵
衛
（
富
士
屋
・
藤
屋
）　
高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
謡
本
』
元
禄
５

　
　
　『
　
武
城
旧
記
』
元
禄
６
（
京
、
寺
田
与
平
次
・
野
間
長
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
西
鶴
置
土
産
』
元
禄
６
（
未
発
見
の
初
版
本
版
元
か
）（
西
鶴
本
）

　
　
　『
男
女
諸
礼
宝
鑑
』
元
禄
11
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
塵
劫
記
』
元
禄
11

　
　
　『
囃
子
謡
重
宝
記
』
元
禄
12

　
　
　『
清
輔
朝
臣
集
』
元
禄
12
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
・
京
、
永
田
調
兵
衛
と
合
）

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

本日

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（11）

　
　
　『
塵
劫
記
』
元
禄
13

　
　
　『
つ
れ
づ
れ
清
談
抄
』
元
禄
14

　
　
　『
風
流
神
代
巻
』
元
禄
15

　
　
　『
越
後
軍
記
』
元
禄
15
（
京
、
野
村
善
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
俳
諧
辻
談
義
』
元
禄
16

　
　
　『
誹
諧
名
取
川
』
元
禄
16

　
　
　『
当
流
誹
諧
村
雀
』
元
禄
16

　
　
　『
う
き
世
笠
』
元
禄
16

　
　
　『
友
ち
か
ら
』
元
禄
16

　
　
　『
俳
諧
す
が
た
な
ぞ
』
元
禄
16

　
　
　『
長
崎
虫
眼
鏡
』
元
禄
17

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

　
　
　（
見
当
た
ら
な
い
。）

　
○
20

　
　
本
屋
伝
七

　
　
　
心
斎
橋
平
野
町

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
正
本
屋
伝
七
（
上
久
宝
寺
町
）
と
同
人
か
（
た
だ
し
住
所
異
な
る
）。

　
　
　（
正
本
屋
伝
七

　
　
　 

上
久
宝
寺
町

　
　
　
　
　
※
本
屋
伝
七
と
同
人
か
（
た
だ
し
住
所
異
な
る
）。

同
壱
丁
目

心
斎
町

　
　
　
　『
さ
る
の
と
し
う
た
お
ん
ど
大
ぶ
つ
く
や
う
三
段
切
』元
禄
５（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
な
に
は
の
む
め
や
七
ね
ん
き
』
元
禄
５
（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
日
本
女
護
之
島
』
元
禄
10
（
一
枚
刷
）

　
　
　
　『
お
ど
り
く
ど
き
女
庭
訓
』（
一
枚
刷
））

　
○
21
　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛

　
　
　
本
町
五
丁
目
御
堂
筋
角

　
　
　
　
※ 

『
調
方
記
』「
書
林
并
古
本
屋
」、『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之

本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　
　
※
『
雀
跡
』
以
下
の
諸
書
に
見
え
る
人
形
屋
。

　
　
　
　
※ 

な
お
、
こ
の
小
浜
屋
は
江
戸
後
期
ま
で
存
続
し
、
明
和
年
間
に
は
本

町
五
丁
目
の
町
年
寄
を
勤
め
て
い
た
こ
と
や
そ
の
地
所
等
の
こ
と
が
、

同
町
内
で
薬
屋
を
営
ん
で
い
た
上
田
誓
斎
家
の
文
書
（
神
戸
市
、
橋

口
和
子
氏
蔵
）
に
よ
っ
て
、
た
ま
た
ま
判
明
し
て
い
る
。

　
　
　『
難
波
鑑
』
延
宝
８
（
大
、
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
と
合
）

　
　
　『
太
平
記
』
延
宝
８
（
求
板
本
）

　
○
22

　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門

　
　
　
高
麗
橋
心
斎
橋
筋
南
入

　
　
　『
一
目
玉
鉾
』
元
禄
２
（
西
鶴
本
）

　
　
　『
本
朝
桜
陰
比
事
』
元
禄
２
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
と
合
）（
西
鶴
本
）

　
　
　 『
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
』
元
禄
17
（
江
、
万
屋
清
兵
衛
・
京
、
上
村
平
左
衛



岡
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門
と
合
）

　
○
23
　
　
油
屋
与
兵
衛

　
　
　
高
麗
橋
西

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
象
戯
鏡
』
元
禄
７
（
求
板
）

　
　
　『
百
人
一
首
双
六
』
元
禄
７

　
　
　『
新
編
塵
劫
記
』
元
禄
７

　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・

伊
丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上

加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
改
算
塵
劫
記
大
成
』
元
禄
10
（
合
）

　
　
　『
吉
水
実
録
』
元
禄
10

　
　
　 『
御
前
義
経
記
』
元
禄
13
（
大
、
万
屋
仁
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
・
京
、

上
村
平
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
寛
闊
曽
我
物
語
』
元
禄
14
（
大
、
万
屋
仁
兵
衛
・
油
屋
藤
七
郎
と
合
）

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
安
井
嘉
兵
衛
・
豊

嶋
又
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
と
合
）

　
○
24

　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門

　
　
　 （
前
掲
塩
村
氏
一
覧
で
は
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
な
る
書
肆
が
隅
谷
源
右
衛

門
と
同
人
の
可
能
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　 

　
塩
村
氏
の
一
覧
で
、「
天
王
寺
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
本
屋
で
元
禄
ま
で

の
版
本
が
確
認
さ
れ
る
本
屋
は
源
右
衛
門
の
み
の
状
態
で
あ
る
。

　
　
　 

　
享
保
の
天
王
寺
屋
長
左
衛
門
が
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
の
後
継
者
で
あ
る

可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。）

　
　
　
天
王
寺
屋
源
右
衛
門

　
　
　
心
斎
橋
筋
博
労
町

　
↓
隅
谷
源
右
衛
門

　
　
　
　
※
隅
谷
源
右
衛
門
と
同
人
か
。

　
　
　『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
元
禄
10

　
　
　（
隅
谷
源
右
衛
門

　
↓
天
王
寺
屋
源
右
衛
門

　
　
　
　
　
※
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
と
同
人
か
。

　
　
　
　『
謡
本
』
元
禄
10

　
　
　
　『
蜻
蛉
日
記
』
元
禄
10
（
京
、
小
嶋
市
右
衛
門
と
合
）

　
　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
柏
原
屋
清
右
衛
門
・
鳥
飼
市
兵
衛
と
合
））

　
右
の
よ
う
に
享
保
の
二
十
四
名
の
う
ち
に
は
、
元
禄
年
間
よ
り
前
の
出
版
物
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
本
屋
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
　
６

　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

　
　
８
　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

博
労
町

伝
馬
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

同
壱
丁
目

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（13）

の
五
名
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
屋
は
元
禄
よ
り
後
の
本
屋
か
、
あ
る
い
は
元
禄
よ
り
後
の
当
主
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
、
享
保
以
後
な
ら
大
阪
本
屋
仲
間
は
個
々
の
本
屋
の
出
版
願
い
出
を
記
録

に
と
ど
め
て
い
る
が
、
享
保
時
す
で
に
商
売
を
や
め
て
い
た
と
い
う
21
〜
24
の
四

名
を
除
い
て
（
当
然
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
が
）
二
十
名
の
本
屋
た
ち
は
全
員
享
保

以
後
に
個
々
に
出
版
の
願
い
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
以
下
に
示
す
の
は
、
坂
本
宗
子
編
『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録（

8
）』（

清
文
堂
、

昭
和
五
十
七
年
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
屋
の
氏
・
申
請
年
代
・

所
在
地
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
に
は
享
保
も
二
十
年
二
十
一
年
に
な
ら
な
い
と
出
願
記
録
の
見
え
な
い
本
屋

も
い
て
、
そ
れ
ま
で
出
願
の
な
い
理
由
が
な
ん
な
の
か
、
こ
の
限
り
で
は
は
か
り

か
ね
る
が
、
と
も
か
く
も
二
十
四
名
が
あ
く
ま
で
も
享
保
の
二
十
四
名
で
あ
る
こ

と
は
こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
　
１ 

　
　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
（
岡
田
氏
） 

享
保
９
・
10

－

安
永
２
・
11
　

　
　
　
　
　
　
大
坂
呉
服
町

　
　
２ 

　
　
秋
田
屋
市
兵
衛
（
大
野
木
氏
） 

享
保
９
・
10

－

明
治
６
・
12

　
　
　
　
　
　 

大
坂
安
堂
寺
町
五
丁
目

　
南
久
太
郎
町
六
丁
目

　
錺
屋
町

　
心
斎

橋
通
一
丁
目

　
南
大
組
第
七
区
心
斎
橋
筋
一
丁
目

　
　
３

　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛
（
松
村
氏
） 

享
保
９
・
８

－

明
治
６
・
12

　
　
　
　
　
　 

大
坂
順
慶
町
五
丁
目

　
錺
屋
町

　
南
大
組
第
六
区
心
斎
橋
筋
一
丁

目

呉
服
町

安
堂
寺
町
五
丁
目

錺
屋
町

　
　
４
　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
鳥
飼
氏
） 

享
保
10
・
２

－

文
政
12
・
３

　
　
　
　
　
　
大
坂
順
慶
町
五
丁
目
　
浄
覚
町
　
木
挽
町
中
ノ
町

　
　
５
　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門
（
渋
川
氏
） 

享
保
９
・
８

－

嘉
永
５
・
11

　
　
　
　
　
　
大
坂
順
慶
町
五
丁
目

　
　
６

　
　
河
内
屋
宇
兵
衛
（
伴
氏
） 

享
保
９
・
２

－

延
享
４
・
７

　
　
　
　
　
　
大
坂
南
久
太
郎
町
六
丁
目

　
博
労
町

　
順
慶
町
五
丁
目

　
　
７

　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
享
保
20

－

文
化
１
・
９

　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
博
労
町

　
　
８

　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門
（
浅
井
氏
） 

享
保
12
・
５

－

天
明
３
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
伝
馬
町

　
中
之
島
常
安
裏
町

　
　
９

　
　
本
屋
清
三
郎 

享
保
20
・
４

－

明
和
７
・
８

　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
筋
常
覚
町

　
北
久
太
郎
町
四
丁
目

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門
（
寺
田
氏
） 

享
保
９
・
７

－

元
文
２
・
７

　
　
　
　
　
　
大
坂
薩
摩
堀
東
之
町

　
伝
馬
町
い
づ
み
や
与
兵
衛
借
家

　
日
向
町

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛 

享
保
15
・
３

－

明
和
２
・
９

　
　
　
　
　
　 

大
坂
北
久
太
郎
五
丁
目

　
南
久
太
郎
町
五
丁
目

　
天
王
寺
光
道
町

　
佐
渡
島
町

　
　

12
　
　
本
屋
庄
太
郎
（
毛
利
田
氏
） 

享
保
10
・
２

－

宝
暦
12
・
12

　
　
　
　
　
　
大
坂
本
町
五
丁
目

　
北
御
堂
前

　
　

13
　
　
本
屋
嘉
兵
衛
（
安
井
氏
） 

享
保
21
・
２

－

明
和
２
・
３

　
　
　
　
　
　
大
坂
淡
路
町
切
丁

　
　

14
　
　
藤
屋
弥
兵
衛
（
浅
野
氏
） 

享
保
10
・
10

－

天
保
６
・
５

浄
覚
町

順
慶
町

博
労
町

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

淡
路
町
切
町

高
麗
橋
壱
丁
目
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門
と
合
）

　
○
23
　
　
油
屋
与
兵
衛

　
　
　
高
麗
橋
西

　
　
　
　
※
『
丸
』（
Ⅱ
次
本
と
も
）「
書
林
物
之
本
屋
古
本
」
の
項
。

　
　
　『
象
戯
鏡
』
元
禄
７
（
求
板
）

　
　
　『
百
人
一
首
双
六
』
元
禄
７

　
　
　『
新
編
塵
劫
記
』
元
禄
７

　
　
　 『
難
波
丸
』
元
禄
９
（
大
、
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・

伊
丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　 『
国
花
万
葉
記
』
元
禄
10
（
大
、
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上

加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
合
）

　
　
　『
改
算
塵
劫
記
大
成
』
元
禄
10
（
合
）

　
　
　『
吉
水
実
録
』
元
禄
10

　
　
　 『
御
前
義
経
記
』
元
禄
13
（
大
、
万
屋
仁
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
・
京
、

上
村
平
左
衛
門
と
合
）

　
　
　『
寛
闊
曽
我
物
語
』
元
禄
14
（
大
、
万
屋
仁
兵
衛
・
油
屋
藤
七
郎
と
合
）

　
　
　 『
西
国
舟
路
名
所
記
』
元
禄
15
（
刊
記
入
れ
木
。
大
、
安
井
嘉
兵
衛
・
豊

嶋
又
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
雁
金
や
庄
兵
衛
と
合
）

　
○
24
　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門

　
　
　 （
前
掲
塩
村
氏
一
覧
で
は
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
な
る
書
肆
が
隅
谷
源
右
衛

門
と
同
人
の
可
能
性
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　 

　
塩
村
氏
の
一
覧
で
、「
天
王
寺
屋
」
の
屋
号
を
持
つ
本
屋
で
元
禄
ま
で

の
版
本
が
確
認
さ
れ
る
本
屋
は
源
右
衛
門
の
み
の
状
態
で
あ
る
。

　
　
　 

　
享
保
の
天
王
寺
屋
長
左
衛
門
が
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
の
後
継
者
で
あ
る

可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。）

　
　
　
天
王
寺
屋
源
右
衛
門

　
　
　
心
斎
橋
筋
博
労
町
　
↓
隅
谷
源
右
衛
門

　
　
　
　
※
隅
谷
源
右
衛
門
と
同
人
か
。

　
　
　『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
元
禄
10

　
　
　（
隅
谷
源
右
衛
門
　
↓
天
王
寺
屋
源
右
衛
門

　
　
　
　
　
※
天
王
寺
屋
源
右
衛
門
と
同
人
か
。

　
　
　
　『
謡
本
』
元
禄
10

　
　
　
　『
蜻
蛉
日
記
』
元
禄
10
（
京
、
小
嶋
市
右
衛
門
と
合
）

　
　
　
　『
産
衣
』
元
禄
11
（
大
、
柏
原
屋
清
右
衛
門
・
鳥
飼
市
兵
衛
と
合
））

　
右
の
よ
う
に
享
保
の
二
十
四
名
の
う
ち
に
は
、
元
禄
年
間
よ
り
前
の
出
版
物
が

確
認
さ
れ
て
い
な
い
本
屋
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
　
６
　
　
河
内
屋
宇
兵
衛

　
　
８
　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎

博
労
町

伝
馬
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

同
壱
丁
目

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（13）

の
五
名
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
本
屋
は
元
禄
よ
り
後
の
本
屋
か
、
あ
る
い
は
元
禄
よ
り
後
の
当
主
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
実
際
、
享
保
以
後
な
ら
大
阪
本
屋
仲
間
は
個
々
の
本
屋
の
出
版
願
い
出
を
記
録

に
と
ど
め
て
い
る
が
、
享
保
時
す
で
に
商
売
を
や
め
て
い
た
と
い
う
21
〜
24
の
四

名
を
除
い
て
（
当
然
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
が
）
二
十
名
の
本
屋
た
ち
は
全
員
享
保

以
後
に
個
々
に
出
版
の
願
い
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
以
下
に
示
す
の
は
、
坂
本
宗
子
編
『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録（

8
）』（

清
文
堂
、

昭
和
五
十
七
年
）
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
そ
れ
ぞ
れ
の
本
屋
の
氏
・
申
請
年
代
・

所
在
地
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
に
は
享
保
も
二
十
年
二
十
一
年
に
な
ら
な
い
と
出
願
記
録
の
見
え
な
い
本
屋

も
い
て
、
そ
れ
ま
で
出
願
の
な
い
理
由
が
な
ん
な
の
か
、
こ
の
限
り
で
は
は
か
り

か
ね
る
が
、
と
も
か
く
も
二
十
四
名
が
あ
く
ま
で
も
享
保
の
二
十
四
名
で
あ
る
こ

と
は
こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　
　
１ 

　
　
池
田
屋
三
郎
右
衛
門
（
岡
田
氏
） 

享
保
９
・
10

－

安
永
２
・
11

　

　
　
　
　
　
　
大
坂
呉
服
町

　
　
２ 

　
　
秋
田
屋
市
兵
衛
（
大
野
木
氏
） 

享
保
９
・
10

－

明
治
６
・
12

　
　
　
　
　
　 

大
坂
安
堂
寺
町
五
丁
目

　
南
久
太
郎
町
六
丁
目

　
錺
屋
町

　
心
斎

橋
通
一
丁
目
　
南
大
組
第
七
区
心
斎
橋
筋
一
丁
目

　
　
３
　
　
敦
賀
屋
九
兵
衛
（
松
村
氏
） 

享
保
９
・
８

－

明
治
６
・
12

　
　
　
　
　
　 

大
坂
順
慶
町
五
丁
目
　
錺
屋
町
　
南
大
組
第
六
区
心
斎
橋
筋
一
丁

目

呉
服
町

安
堂
寺
町
五
丁
目

錺
屋
町

　
　
４

　
　
吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
鳥
飼
氏
） 

享
保
10
・
２

－

文
政
12
・
３

　
　
　
　
　
　
大
坂
順
慶
町
五
丁
目

　
浄
覚
町

　
木
挽
町
中
ノ
町

　
　
５

　
　
柏
原
屋
清
右
衛
門
（
渋
川
氏
） 

享
保
９
・
８

－

嘉
永
５
・
11

　
　
　
　
　
　
大
坂
順
慶
町
五
丁
目

　
　
６

　
　
河
内
屋
宇
兵
衛
（
伴
氏
） 

享
保
９
・
２

－

延
享
４
・
７

　
　
　
　
　
　
大
坂
南
久
太
郎
町
六
丁
目

　
博
労
町

　
順
慶
町
五
丁
目

　
　
７

　
　
誉
田
屋
伊
右
衛
門

　
　
享
保
20

－

文
化
１
・
９

　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
博
労
町

　
　
８

　
　
秋
田
屋
徳
右
衛
門
（
浅
井
氏
） 

享
保
12
・
５

－

天
明
３
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
伝
馬
町

　
中
之
島
常
安
裏
町

　
　
９

　
　
本
屋
清
三
郎 

享
保
20
・
４

－

明
和
７
・
８

　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
筋
常
覚
町

　
北
久
太
郎
町
四
丁
目

　
　

10
　
　
大
津
屋
与
右
衛
門
（
寺
田
氏
） 

享
保
９
・
７

－

元
文
２
・
７

　
　
　
　
　
　
大
坂
薩
摩
堀
東
之
町

　
伝
馬
町
い
づ
み
や
与
兵
衛
借
家

　
日
向
町

　
　

11
　
　
瀬
戸
物
屋
伝
兵
衛 

享
保
15
・
３

－

明
和
２
・
９

　
　
　
　
　
　 

大
坂
北
久
太
郎
五
丁
目

　
南
久
太
郎
町
五
丁
目

　
天
王
寺
光
道
町

　
佐
渡
島
町

　
　

12
　
　
本
屋
庄
太
郎
（
毛
利
田
氏
） 

享
保
10
・
２

－

宝
暦
12
・
12

　
　
　
　
　
　
大
坂
本
町
五
丁
目
　
北
御
堂
前

　
　

13
　
　
本
屋
嘉
兵
衛
（
安
井
氏
） 

享
保
21
・
２

－

明
和
２
・
３

　
　
　
　
　
　
大
坂
淡
路
町
切
丁

　
　

14
　
　
藤
屋
弥
兵
衛
（
浅
野
氏
） 

享
保
10
・
10

－

天
保
６
・
５

浄
覚
町

順
慶
町

博
労
町

同
断

伝
馬
町

浄
覚
町

日
向
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

本
町
五
丁
目

淡
路
町
切
町

高
麗
橋
壱
丁
目
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大
坂
高
麗
橋
一
丁
目

　
　

15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛
（
成
井
氏
） 

享
保
９
・
３

－

宝
暦
９
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
斎
藤
町

　
尼
崎
町
二
丁
目

　
南
久
宝
寺
町
五
丁
目

　
　

16
　
　
小 
嶋
勘
右
衛
門
（
↓
小
島
屋
勘
右
衛
門
）　
享
保
10
・
２

－

元
文
４
・

10
　
　
大
坂
北
久
太
郎
町
五
丁
目

　
　

17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門

　
　（
な
し
）

　
　
　（
↓
？
正
本
屋
九
左
衛
門
（
西
沢
氏
） 

享
保
９
・
12

－

宝
暦
12
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
木
挽
南
町

　
心
斎
橋
木
挽
町
中
之
町
）

　
　

18
　
　
藤 

屋
長
兵
衛
（
↓
富
士
屋
長
兵
衛
（
野
村
氏
））　
享
保
11
・
８

－

享

和
３
・
２

　
　
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎
（
植
村
氏
） 
享
保
11
・
５

－

安
永
３
・
５

　
　
　
　
　
　
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目

　
京
都

　
江
戸

　
　

20
　
　
本
屋
伝
七 

享
保
20
・
２

　
　
　
　
　
　
大
坂
新
斎
町

　
　

21
　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛

　
　（
な
し
）

　
　

22
　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門

　
　（
な
し
）

　
　

23
　
　
油
屋
与
兵
衛

　
　
　
　（
な
し
）

　
　

24
　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門

　（
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
こ
う
し
て
他
人
の
褌
を
か
な
り
の
幅
広
げ
る
所
業
に
及
ん
だ
わ
け
だ
が
、
精
粗

の
差
の
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
情
報
と
は
言
え
、
こ
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
確
認
を

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

同
壱
丁
目

心
斎
町

取
っ
て
み
な
い
と
気
が
付
か
な
い
こ
と
は
あ
る
も
の
で
、
享
保
の
二
十
四
名
の
う

ち
実
際
に
今
日
に
版
本
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
て
い
る
書
肆
が
ど
の
く

ら
い
い
て
、
ど
の
よ
う
な
版
本
を
出
し
て
い
た
本
屋
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

を
理
解
す
る
以
外
に

0

0

0

も
、
こ
の
作
業
に
や
っ
て
み
る
べ
き
意
義
は
あ
る
。

　
ま
ず
気
が
付
か
れ
る
の
は
、
元
禄
に
は
す
で
に
複
数
の
書
肆
が
組
ん
で
相
合
板

を
出
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
二
十
四
名
の
う
ち
塩
村
氏
に
よ
っ

て
元
禄
以
前
版
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
十
九
名
中
に
は
お
の
ず
か
ら
共
同

出
版
関
係
上
の
係
累
と
い
う
べ
き
者
た
ち
が
い
る
者
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
二
十
四
名
以
外
に
す
で
に
共
通
の
利
害
関
係
に
あ
る
者
た
ち
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
（
次
号
）
に
整
理
し
て
示
し
て
み
た
が
、
こ
う
し
て
見
る
と
す
べ
て
の
本

屋
が
一
様
に
相
合
板
に
熱
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
２
秋
田
屋
市
兵
衛
や
７
誉
田
屋
伊
右
衛
門
な
ど
は
ど
う
や
ら
独
立
独
歩
傾
向
が

強
い
よ
う
で
あ
る
。
９
本
屋
清
三
郎
・
18
藤
屋
長
兵
衛
・
22
雁
金
屋
庄
左
衛
門
は

京
・
江
戸
の
他
都
の
書
肆
と
の
相
合
に
熱
心
だ
が
、
大
阪
の
他
書
肆
と
の
相
合
に

は
不
熱
心
の
ご
と
く
で
あ
る
。
17
正
本
屋
九
右
衛
門
や
20
本
屋
伝
七
が
正
本
屋
系

統
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
独
立
出
版
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
（
調
査
の

進
ん
で
い
る
西
沢
太
兵
衛
で
す
ら
、
相
合
板
は
点
数
少
な
く
、
演
劇
系
作
品
以
外

に
出
版
の
手
を
広
げ
よ
う
と
し
な
い
限
り
相
合
は
生
じ
な
い
よ
う
で
あ
る
）。

　
大
阪
の
書
肆
同
士
で
相
合
板
を
出
し
て
い
る
の
は
残
る
十
三
書
肆
の
よ
う
だ
が
、

そ
れ
ら
の
相
手
書
肆
は
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
二
十
四
名
中
同
士
で
の
相
合
（
十
書
肆
）、
第
二
に
、
二
十
四
名

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（15）

以
外
で
、
な
お
か
つ
他
の
出
版
物
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
て
い
な
い
（
お
そ
ら
く

は
）
零
細
出
版
業
者
（
十
四
書
肆
）
と
の
相
合
、
第
三
に
、
二
十
四
名
以
外
で
、

か
つ
多
く
の
出
版
物
を
出
し
て
い
る
本
格
的
書
肆
と
の
相
合
（
五
書
肆
）、
の
三

種
で
あ
る
（
こ
れ
ら
三
種
の
相
合
関
係
は
、
多
く
の
場
合
出
版
物
一
点
に
関
し
て

重
複
並
存
し
て
い
る
）。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
の
二
十
四
名
同
士
で
の
相
合
は
当
然
と
も
言
え
て
、
意

外
に
少
な
い
と
も
思
わ
れ
る
十
九
書
肆
中
十
書
肆
と
い
う
数
で
は
あ
る
が
、
二
十

四
名
中
は
す
で
に
あ
る
程
度
共
通
の
利
害
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
第
二
の
零
細
出
版
業
者
に
見
え
る
者
た
ち
の
そ
の
実
態
は
、
出
版
業
者

と
言
う
よ
り
も
、
日
頃
か
ら
卸
関
係
で
つ
き
あ
い
の
あ
る
小
売
業
や
古
本
業
、
あ

る
い
は
、
他
に
出
版
物
の
見
出
さ
れ
て
い
な
い
十
書
肆
な
ど
は
ま
っ
た
く
の
他
商

種
を
本
業
と
す
る
者
の
片
手
間
の
多
角
経
営
、
限
り
な
く
共
同
出
資
者
に
す
ぎ
な

い
状
態
に
近
い
者
た
ち
な
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
さ
き
に
塩
村
氏

に
よ
っ
て
元
禄
期
に
百
余
軒
の
本
屋
が
確
認
さ
れ
た
と
言
っ
た
が
、
実
は
、
立
派

に
出
版
業
者
と
し
て
認
め
得
る
者
の
数
は
さ
ら
に
大
き
く
減
少
し
、
仮
に
三
点
以

上
の
出
版
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
本
屋
を
数
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
半
数
と
す
ら
言
い
た

く
も
な
る
約
六
割
、
五
十
九
軒
に
ま
で
減
少
す
る
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
が
そ
れ
ほ
ど
に
確
定
的
出
版
点
数
と
は
言
え
な
い
の
だ

か
ら
、
二
点
と
三
点
で
分
け
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
態
度
と
し
て
ま
ち
が
っ
て
い

る
と
も
言
え
よ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
十
点
以
上
の
出
版
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る

本
屋
に
ま
で
条
件
を
せ
ば
め
れ
ば
、
当
然
数
は
激
減
し
て
十
三
軒
に
ま
で
減
っ
て

し
ま
う
。

　
こ
れ
が
五
点
以
上
だ
と
三
十
四
軒
、
六
点
以
上
だ
と
二
十
五
軒
、
七
点
以
上
だ

と
二
十
三
軒
、
八
点
以
上
だ
と
十
六
軒
で
あ
る
。

　
つ
ま
り（
本
質
的
意
味
の
な
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
あ
る
が
、）（
塩
村
氏
に
よ
っ

て
数
え
上
げ
ら
れ
た
本
屋
の
う
ち
）
二
十
四
名
の
本
屋
と
は
、
六
、
七
点
の
出
版

物
を
出
し
て
い
る
書
肆
の
数
に
当
た
り
、
三
点
以
上
の
出
版
物
を
出
し
て
い
る
本

屋
の
四
〇
・
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
四
割
を
も
占
め
る
数
の
本
屋
な
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
が
大
阪
の
全
本
格
的
出
版
業
者
を
糾
合
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
し
か
し
ま
た
、
彼
ら
が
、
充
分
に
大
阪
の
全
本
格
的
出
版
業
者
の
立
場
を

代
表
し
得
る
数
の
書
肆
た
ち
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
さ
き
に
第
三
の
相
合
相
手
と
し
た
、
多
く
の
出
版
点
数
を
持
つ
本
屋
と

は
す
な
わ
ち
、
今
の
本
格
的
出
版
業
者
に
当
た
る
。

　
そ
の
第
三
の
相
合
相
手
と
し
て
現
在
、
五
書
肆
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
五
書
肆
と
い
う
数
は
は
か
ら
ず
も
、
現
在
、
享
保
の
二
十
四
書

肆
の
う
ち
元
禄
出
版
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
数
―
―
す
な
わ
ち
元
禄
の
二
十
四

名
の
う
ち
享
保
ま
で
に
人
が
交
替
し
た
と
お
ぼ
し
き
書
肆
の
数
で
あ
り
、
つ
ま
り

は
そ
の
代
わ
り
に
な
る
元
禄
の
書
肆
を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
に
当
た

る
。

　
し
か
も
念
の
た
め
に
享
保
以
後
の
出
版
出
願
の
有
無
を
検
索
し
得
る
『
享
保
以

後
板
元
別
書
籍
目
録
』
で
確
認
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
四
名
ま
で
は
す
で
に

享
保
以
後
に
は
出
版
の
出
願
を
行
っ
て
い
な
い
―
―
す
な
わ
ち
享
保
ま
で
に
は
出

版
原
稿
検
閲
体
制
の
維
持
の
た
め
に
他
の
出
版
書
肆
と
交
替
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
者
た
ち
で
あ
っ
た
。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
三
十
九
号
（
二
〇
一
五
・
三
）

（14）

　
　
　
　
　
　
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目

　
　

15
　
　
伊
丹
屋
茂
兵
衛
（
成
井
氏
） 

享
保
９
・
３

－

宝
暦
９
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
斎
藤
町
　
尼
崎
町
二
丁
目
　
南
久
宝
寺
町
五
丁
目

　
　

16
　
　
小 

嶋
勘
右
衛
門
（
↓
小
島
屋
勘
右
衛
門
）　
享
保
10
・
２

－

元
文
４
・

10
　
　
大
坂
北
久
太
郎
町
五
丁
目

　
　

17
　
　
正
本
屋
九
右
衛
門
　
　（
な
し
）

　
　
　（
↓
？
正
本
屋
九
左
衛
門
（
西
沢
氏
） 

享
保
９
・
12

－

宝
暦
12
・
６

　
　
　
　
　
　
大
坂
木
挽
南
町
　
心
斎
橋
木
挽
町
中
之
町
）

　
　

18
　
　
藤 

屋
長
兵
衛
（
↓
富
士
屋
長
兵
衛
（
野
村
氏
））　
享
保
11
・
８

－

享

和
３
・
２
　
　
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目

　
　

19
　
　
伏
見
屋
藤
三
郎
（
植
村
氏
） 

享
保
11
・
５

－

安
永
３
・
５

　
　
　
　
　
　
大
坂
高
麗
橋
一
丁
目
　
京
都
　
江
戸

　
　

20
　
　
本
屋
伝
七 

享
保
20
・
２

　
　
　
　
　
　
大
坂
新
斎
町

　
　

21
　
　
小
浜
屋
七
郎
兵
衛
　
　（
な
し
）

　
　

22
　
　
雁
金
屋
庄
左
衛
門
　
　（
な
し
）

　
　

23
　
　
油
屋
与
兵
衛
　
　
　
　（
な
し
）

　
　

24
　
　
天
王
寺
屋
長
左
衛
門
　（
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
こ
う
し
て
他
人
の
褌
を
か
な
り
の
幅
広
げ
る
所
業
に
及
ん
だ
わ
け
だ
が
、
精
粗

の
差
の
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
情
報
と
は
言
え
、
こ
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
確
認
を

南
久
宝
寺
町

北
久
太
郎
町
五
丁
目

高
麗
橋
弐
丁
目

高
麗
橋
壱
丁
目

同
壱
丁
目

心
斎
町

取
っ
て
み
な
い
と
気
が
付
か
な
い
こ
と
は
あ
る
も
の
で
、
享
保
の
二
十
四
名
の
う

ち
実
際
に
今
日
に
版
本
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
て
い
る
書
肆
が
ど
の
く

ら
い
い
て
、
ど
の
よ
う
な
版
本
を
出
し
て
い
た
本
屋
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と

を
理
解
す
る
以
外
に

0

0

0

も
、
こ
の
作
業
に
や
っ
て
み
る
べ
き
意
義
は
あ
る
。

　
ま
ず
気
が
付
か
れ
る
の
は
、
元
禄
に
は
す
で
に
複
数
の
書
肆
が
組
ん
で
相
合
板

を
出
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
二
十
四
名
の
う
ち
塩
村
氏
に
よ
っ

て
元
禄
以
前
版
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
十
九
名
中
に
は
お
の
ず
か
ら
共
同

出
版
関
係
上
の
係
累
と
い
う
べ
き
者
た
ち
が
い
る
者
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
二
十
四
名
以
外
に
す
で
に
共
通
の
利
害
関
係
に
あ
る
者
た
ち
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
（
次
号
）
に
整
理
し
て
示
し
て
み
た
が
、
こ
う
し
て
見
る
と
す
べ
て
の
本

屋
が
一
様
に
相
合
板
に
熱
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
２
秋
田
屋
市
兵
衛
や
７
誉
田
屋
伊
右
衛
門
な
ど
は
ど
う
や
ら
独
立
独
歩
傾
向
が

強
い
よ
う
で
あ
る
。
９
本
屋
清
三
郎
・
18
藤
屋
長
兵
衛
・
22
雁
金
屋
庄
左
衛
門
は

京
・
江
戸
の
他
都
の
書
肆
と
の
相
合
に
熱
心
だ
が
、
大
阪
の
他
書
肆
と
の
相
合
に

は
不
熱
心
の
ご
と
く
で
あ
る
。
17
正
本
屋
九
右
衛
門
や
20
本
屋
伝
七
が
正
本
屋
系

統
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
独
立
出
版
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
（
調
査
の

進
ん
で
い
る
西
沢
太
兵
衛
で
す
ら
、
相
合
板
は
点
数
少
な
く
、
演
劇
系
作
品
以
外

に
出
版
の
手
を
広
げ
よ
う
と
し
な
い
限
り
相
合
は
生
じ
な
い
よ
う
で
あ
る
）。

　
大
阪
の
書
肆
同
士
で
相
合
板
を
出
し
て
い
る
の
は
残
る
十
三
書
肆
の
よ
う
だ
が
、

そ
れ
ら
の
相
手
書
肆
は
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
二
十
四
名
中
同
士
で
の
相
合
（
十
書
肆
）、
第
二
に
、
二
十
四
名

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（15）

以
外
で
、
な
お
か
つ
他
の
出
版
物
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
て
い
な
い
（
お
そ
ら
く

は
）
零
細
出
版
業
者
（
十
四
書
肆
）
と
の
相
合
、
第
三
に
、
二
十
四
名
以
外
で
、

か
つ
多
く
の
出
版
物
を
出
し
て
い
る
本
格
的
書
肆
と
の
相
合
（
五
書
肆
）、
の
三

種
で
あ
る
（
こ
れ
ら
三
種
の
相
合
関
係
は
、
多
く
の
場
合
出
版
物
一
点
に
関
し
て

重
複
並
存
し
て
い
る
）。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
の
二
十
四
名
同
士
で
の
相
合
は
当
然
と
も
言
え
て
、
意

外
に
少
な
い
と
も
思
わ
れ
る
十
九
書
肆
中
十
書
肆
と
い
う
数
で
は
あ
る
が
、
二
十

四
名
中
は
す
で
に
あ
る
程
度
共
通
の
利
害
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
第
二
の
零
細
出
版
業
者
に
見
え
る
者
た
ち
の
そ
の
実
態
は
、
出
版
業
者

と
言
う
よ
り
も
、
日
頃
か
ら
卸
関
係
で
つ
き
あ
い
の
あ
る
小
売
業
や
古
本
業
、
あ

る
い
は
、
他
に
出
版
物
の
見
出
さ
れ
て
い
な
い
十
書
肆
な
ど
は
ま
っ
た
く
の
他
商

種
を
本
業
と
す
る
者
の
片
手
間
の
多
角
経
営
、
限
り
な
く
共
同
出
資
者
に
す
ぎ
な

い
状
態
に
近
い
者
た
ち
な
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
さ
き
に
塩
村
氏

に
よ
っ
て
元
禄
期
に
百
余
軒
の
本
屋
が
確
認
さ
れ
た
と
言
っ
た
が
、
実
は
、
立
派

に
出
版
業
者
と
し
て
認
め
得
る
者
の
数
は
さ
ら
に
大
き
く
減
少
し
、
仮
に
三
点
以

上
の
出
版
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
本
屋
を
数
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
半
数
と
す
ら
言
い
た

く
も
な
る
約
六
割
、
五
十
九
軒
に
ま
で
減
少
す
る
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
が
そ
れ
ほ
ど
に
確
定
的
出
版
点
数
と
は
言
え
な
い
の
だ

か
ら
、
二
点
と
三
点
で
分
け
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
態
度
と
し
て
ま
ち
が
っ
て
い

る
と
も
言
え
よ
う
か
ら
、
仮
に
こ
れ
を
十
点
以
上
の
出
版
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る

本
屋
に
ま
で
条
件
を
せ
ば
め
れ
ば
、
当
然
数
は
激
減
し
て
十
三
軒
に
ま
で
減
っ
て

し
ま
う
。

　
こ
れ
が
五
点
以
上
だ
と
三
十
四
軒
、
六
点
以
上
だ
と
二
十
五
軒
、
七
点
以
上
だ

と
二
十
三
軒
、
八
点
以
上
だ
と
十
六
軒
で
あ
る
。

　
つ
ま
り（
本
質
的
意
味
の
な
い
こ
と
を
言
う
よ
う
で
あ
る
が
、）（
塩
村
氏
に
よ
っ

て
数
え
上
げ
ら
れ
た
本
屋
の
う
ち
）
二
十
四
名
の
本
屋
と
は
、
六
、
七
点
の
出
版

物
を
出
し
て
い
る
書
肆
の
数
に
当
た
り
、
三
点
以
上
の
出
版
物
を
出
し
て
い
る
本

屋
の
四
〇
・
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
四
割
を
も
占
め
る
数
の
本
屋
な
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
が
大
阪
の
全
本
格
的
出
版
業
者
を
糾
合
し
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
し
か
し
ま
た
、
彼
ら
が
、
充
分
に
大
阪
の
全
本
格
的
出
版
業
者
の
立
場
を

代
表
し
得
る
数
の
書
肆
た
ち
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
さ
き
に
第
三
の
相
合
相
手
と
し
た
、
多
く
の
出
版
点
数
を
持
つ
本
屋
と

は
す
な
わ
ち
、
今
の
本
格
的
出
版
業
者
に
当
た
る
。

　
そ
の
第
三
の
相
合
相
手
と
し
て
現
在
、
五
書
肆
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
五
書
肆
と
い
う
数
は
は
か
ら
ず
も
、
現
在
、
享
保
の
二
十
四
書

肆
の
う
ち
元
禄
出
版
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
人
数
―
―
す
な
わ
ち
元
禄
の
二
十
四

名
の
う
ち
享
保
ま
で
に
人
が
交
替
し
た
と
お
ぼ
し
き
書
肆
の
数
で
あ
り
、
つ
ま
り

は
そ
の
代
わ
り
に
な
る
元
禄
の
書
肆
を
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
に
当
た

る
。

　
し
か
も
念
の
た
め
に
享
保
以
後
の
出
版
出
願
の
有
無
を
検
索
し
得
る
『
享
保
以

後
板
元
別
書
籍
目
録
』
で
確
認
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
四
名
ま
で
は
す
で
に

享
保
以
後
に
は
出
版
の
出
願
を
行
っ
て
い
な
い
―
―
す
な
わ
ち
享
保
ま
で
に
は
出

版
原
稿
検
閲
体
制
の
維
持
の
た
め
に
他
の
出
版
書
肆
と
交
替
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
者
た
ち
で
あ
っ
た
。



岡
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元
禄
に
多
く
の
出
版
点
数
を
持
ち
つ
つ
享
保
の
二
十
四
名
の
う
ち
の
十
九
名
の

い
ず
れ
か
と
相
合
関
係
に
あ
る
本
屋
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
の
〈
二
十
四

名
以
外
〉《
他
に
出
版
物
あ
り
》〈《
出
版
物
多
数
》〉
の
項
に
、
塩
村
氏
の
一
覧
か

ら
そ
の
出
版
物
と
共
に
そ
の
名
を
引
き
写
し
た
五
名
で
あ
る（

9
）。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

〈
注
〉

（
１ 

）『
新
修
大
阪
市
史
』
三
（
大
阪
市
、平
成
元
年
）
第
三
章
「
水
の
都
」
第
五
節
「
蔵

屋
敷
」
一
「
蔵
屋
敷
の
開
設
」（
作
道
洋
太
郎
執
筆
）「
町
人
蔵
元
の
成
立
」
四
七

一
頁

　
　
　
　 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
寛
文
期
で
も
町
人
蔵
元
は
数
軒
と
み
て
い
る
く
ら
い
で

あ
る
か
ら
、
町
人
蔵
元
の
制
度
が
確
立
し
た
の
は
大
坂
が
「
天
下
の
台
所
」

の
体
制
を
築
い
た
寛
文
期
以
降
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
２ 

）
中
野
三
敏
「
三
都
・
地
方
に
お
け
る
漢
学
の
状
況
」（
中
国
文
化
叢
書
九
『
日
本

漢
学
』
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
）

（
３ 

）『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
八
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
昭
和
五
十
六
年
）
四

六
九
〜
四
七
一
頁
。
以
下
、『
鑑
定
録
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
同
書

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

（
４ 

）『
鑑
定
録
』〔
二
〕
の
元
禄
の
「
本
屋
申
合
の
覚
」
で
は
全
大
阪
本
屋
規
模
を
呼

ぶ
の
に
は
、「
本
屋
板
持
中
」
お
よ
び
「
連
中
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
。

　
　 

　『
差
定
帳
』〔
十
二
〕
の
『
鑑
定
録
』〔
二
〕
と
共
通
す
る
条
々
で
は
「
連
中
」
で

統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
　 

　
全
本
屋
は
「
連
中
」
な
の
だ
か
ら
、
大
阪
の
全
本
屋
は
一
「
連
」
の
も
の
と
把

握
さ
れ
て
は
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　 

　
な
お
、『
差
定
帳
』
は
『
鑑
定
録
』
を
遅
れ
て
成
立
さ
せ
た
際
の
母
胎
資
料
と
な
っ

た
は
ず
の
文
書
で
あ
る
が
、
享
保
本
屋
仲
間
成
立
以
前
に
関
す
る
記
事
群
に
は
、

明
ら
か
な
混
乱
、
混
合
、
撮
合
、
お
よ
び
『
鑑
定
録
』
に
あ
っ
て
『
差
定
帳
』
に

な
い
記
事
さ
え
も
が
生
じ
て
お
り
、明
ら
か
に
何
ら
か
の
操
作
の
後
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　 

　
お
そ
ら
く
『
鑑
定
録
』
が
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
今
日
『
差
定
帳
』
の
元
禄
・

享
保
本
屋
仲
間
成
立
に
関
す
る
記
事
群
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

　
　 

　
そ
ん
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
は
『
鑑
定
録
』
と
『
差
定
帳
』
の
ど
ち

ら
か
が
文
書
記
事
の
原
態
で
あ
る
と
か
い
う
こ
と
は
判
断
で
き
な
い
。

（
５ 

）
元
禄
時
に
開
始
さ
れ
た
出
版
原
稿
の
検
閲
役
は
『
差
定
帳
』〔
十
二
〕
で
は
す
で

に
「
月
行
司

0

0

」
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
が
、『
鑑
定
録
』〔
二
〕
で
は
同
一

箇
所
が
「
月
番
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　 

　『
差
定
帳
』
は
原
文
書
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、『
差

定
帳
』
成
立
時
の
享
保
以
後
本
屋
仲
間
の
役
職
名
が
使
用
さ
れ
て
原
文
書
の
単
語

が
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
　 
　『
鑑
定
録
』
は
、
享
保
以
後
と
元
禄
時
と
の
ち
が
い
を
明
確
化
す
る
た
め
わ
ざ
わ

ざ
原
文
書
を
受
け
た
『
差
定
帳
』
の
「
月
行
司
」
の
単
語
を
「
月
番
」
に
改
め
た

の
か
、
そ
れ
と
も
、『
差
定
帳
』
の
う
っ
か
り
現
役
名
表
現
を
原
文
書
に
よ
っ
て
正

し
復
し
た
の
か
。

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（17）

　
　
　
未
詳
。

（
６ 

）
一
覧
の
「
付
記
」
の
一
条
に
次
の
ご
と
し
。

　
　
　
　 

・
収
録
の
デ
ー
タ
は
、
文
庫
・
図
書
館
や
古
書
店
店
頭
で
実
際
に
目
に
し
た

古
書
資
料
以
外
に
、
書
誌
記
述
を
含
む
研
究
書
や
各
種
蔵
書
目
録
類
、
新
古

の
古
書
カ
タ
ロ
グ
等
に
よ
っ
て
作
成
し
た
、
年
来
の
手
控
え
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
、
記
述
の
要
領
や
精
粗
は
区
々
で
あ
り
、
誤
謬
や
漏
れ
が
数
多
く
あ

る
こ
と
と
思
う
（
特
に
演
劇
関
係
が
手
薄
で
あ
る
）。

（
７ 

）
塩
村
氏
は
前
掲
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
解
説
補
考
（
六
五
三
頁
）
で
「
村
上

嘉
兵
衛
か
」
と
す
る
。

　
　 

　
氏
の
提
案
は
、
氏
の
解
説
記
述
の
流
れ
か
ら
し
て
元
禄
年
間
の
大
阪
案
内
書
に

記
載
さ
れ
る
本
屋
の
中
か
ら
「
嘉
兵
衛
」
の
名
を
持
つ
本
屋
を
選
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
今
の
場
合
享
保
時
の
本
屋
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　
　 

　
享
保
の
本
屋
仲
間
成
立
以
後
は
、
本
屋
た
ち
の
出
版
出
願
記
録
が
残
っ
て
い
る

が
（『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』）、
た
と
え
ば
寛
延
二
年
の
『
日
本
学
則
』

は
「
淡
路
町
切
町
」
の
「
本
屋
嘉
兵
衛
」
の
出
願
書
で
、
実
際
の
刊
記
に
あ
る
名

前
は
「
安
井
嘉
兵
衛
」、寛
延
三
年
の
『
迎
接
記
文
針
芥
鈔
』
も
「
淡
路
町
切
町
」「
本

屋
加
兵
衛
」
の
出
願
で
刊
記
「
安
井
嘉
兵
衛
」、宝
暦
三
年
の
『
老
子
形
気
』
も
「
本

屋
嘉
兵
衛
」
の
出
願
、「
淡
路
町
心
斎
橋
角
」
の
「
安
井
嘉
兵
衛
」
の
刊
行
本
で
あ
る
。

　
　 

　
享
保
の
一
覧
に
あ
る
「
淡
路
町
切
町
」
の
「
本
屋
嘉
兵
衛
」
は
、
こ
う
し
て
、

坂
本
氏
が
そ
う
し
た
よ
う
に
「
安
井
嘉
兵
衛
」
と
見
て
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　 

　
一
方
、
村
上
嘉
兵
衛
の
出
版
物
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
は
『
難
波
丸
』（
元
禄
九

年
、
大
阪
、
油
屋
与
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
伊

丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
）
と
『
国
花
万
葉
記
』（
元
禄
十
年
、

大
阪
、
油
屋
与
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・

雁
金
屋
庄
兵
衛
）
で
あ
る
（
前
掲
塩
村
氏
「
元
禄
末
年
以
前
の
大
坂
版
元
と
出
版

物
一
覧
」）。

　
　 

　『
難
波
丸
』
の
板
木
は
『
国
花
万
葉
記
』
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
の
ち
に
『
難
波
丸

綱
目
』
を
生
む
（
塩
村
氏
前
掲
書
「
解
説
」
六
四
二
・
六
四
五
頁
）。『
難
波
丸
綱
目
』

に
は
多
治
比
郁
夫
氏
・
日
野
龍
夫
両
先
生
の
編
輯
に
成
る
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』（
中

尾
松
泉
堂
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
）
が
あ
る
が
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
版
の

刊
記
に
載
る
書
肆
名
は
田
原
平
兵
衛
・
石
原
茂
兵
衛
・
人
見
理
兵
衛
・
村
田
平
七
・

中
村
庄
兵
衛
・
渋
川
与
市
の
六
名
の
名
で
、
も
は
や
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
見
出
せ

な
い
。

（
８ 

）『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』
は
、
大
阪
の
出
願
記
録
『
享
保
以
後
大
阪
出
版

書
籍
目
録
』（
昭
和
十
一
年
初
版
、昭
和
三
十
九
年
復
刻
）
と
江
戸
の
出
版
記
録
『
享

保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』（
昭
和
三
十
七
年
）
に
見
え
る
大
阪
・
江
戸
の
本
屋
の
申

請
本
を
、
本
屋
ご
と
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
９ 

）通
常
個
別
作
品
の
個
別
資
料
と
の
関
わ
り
の
み
を
問
題
に
す
る
日
本
近
世
文
学
研

究
で
は
集
合
か
ら
認
識
仮
説
を
立
て
る
と
い
う
発
想
が
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
　 

　
日
本
史
研
究
が
、
一
つ
の
史
料
か
ら
で
も
一
般
性
を
抽
出
で
き
る
と
の
前
提
に

立
ち
、
そ
の
方
向
性
で
の
語
り
を
盲
目
的
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
の
と
ま
る

で
対
極
で
あ
る
。

　
　 

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
仮
に
で
も
認
識
モ
デ
ル
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
し
に



岡
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元
禄
に
多
く
の
出
版
点
数
を
持
ち
つ
つ
享
保
の
二
十
四
名
の
う
ち
の
十
九
名
の

い
ず
れ
か
と
相
合
関
係
に
あ
る
本
屋
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
の
〈
二
十
四

名
以
外
〉《
他
に
出
版
物
あ
り
》〈《
出
版
物
多
数
》〉
の
項
に
、
塩
村
氏
の
一
覧
か

ら
そ
の
出
版
物
と
共
に
そ
の
名
を
引
き
写
し
た
五
名
で
あ
る（

9
）。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

〈
注
〉

（
１ 

）『
新
修
大
阪
市
史
』
三
（
大
阪
市
、平
成
元
年
）
第
三
章
「
水
の
都
」
第
五
節
「
蔵

屋
敷
」
一
「
蔵
屋
敷
の
開
設
」（
作
道
洋
太
郎
執
筆
）「
町
人
蔵
元
の
成
立
」
四
七

一
頁

　
　
　
　 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
寛
文
期
で
も
町
人
蔵
元
は
数
軒
と
み
て
い
る
く
ら
い
で

あ
る
か
ら
、
町
人
蔵
元
の
制
度
が
確
立
し
た
の
は
大
坂
が
「
天
下
の
台
所
」

の
体
制
を
築
い
た
寛
文
期
以
降
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
２ 

）
中
野
三
敏
「
三
都
・
地
方
に
お
け
る
漢
学
の
状
況
」（
中
国
文
化
叢
書
九
『
日
本

漢
学
』
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
）

（
３ 

）『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
八
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
昭
和
五
十
六
年
）
四

六
九
〜
四
七
一
頁
。
以
下
、『
鑑
定
録
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
同
書

か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

（
４ 

）『
鑑
定
録
』〔
二
〕
の
元
禄
の
「
本
屋
申
合
の
覚
」
で
は
全
大
阪
本
屋
規
模
を
呼

ぶ
の
に
は
、「
本
屋
板
持
中
」
お
よ
び
「
連
中
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
。

　
　 

　『
差
定
帳
』〔
十
二
〕
の
『
鑑
定
録
』〔
二
〕
と
共
通
す
る
条
々
で
は
「
連
中
」
で

統
一
さ
れ
て
い
る
。

　
　 

　
全
本
屋
は
「
連
中
」
な
の
だ
か
ら
、
大
阪
の
全
本
屋
は
一
「
連
」
の
も
の
と
把

握
さ
れ
て
は
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　 

　
な
お
、『
差
定
帳
』
は
『
鑑
定
録
』
を
遅
れ
て
成
立
さ
せ
た
際
の
母
胎
資
料
と
な
っ

た
は
ず
の
文
書
で
あ
る
が
、
享
保
本
屋
仲
間
成
立
以
前
に
関
す
る
記
事
群
に
は
、

明
ら
か
な
混
乱
、
混
合
、
撮
合
、
お
よ
び
『
鑑
定
録
』
に
あ
っ
て
『
差
定
帳
』
に

な
い
記
事
さ
え
も
が
生
じ
て
お
り
、明
ら
か
に
何
ら
か
の
操
作
の
後
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
　 

　
お
そ
ら
く
『
鑑
定
録
』
が
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
今
日
『
差
定
帳
』
の
元
禄
・

享
保
本
屋
仲
間
成
立
に
関
す
る
記
事
群
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

　
　 

　
そ
ん
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
は
『
鑑
定
録
』
と
『
差
定
帳
』
の
ど
ち

ら
か
が
文
書
記
事
の
原
態
で
あ
る
と
か
い
う
こ
と
は
判
断
で
き
な
い
。

（
５ 

）
元
禄
時
に
開
始
さ
れ
た
出
版
原
稿
の
検
閲
役
は
『
差
定
帳
』〔
十
二
〕
で
は
す
で

に
「
月
行
司

0

0

」
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
が
、『
鑑
定
録
』〔
二
〕
で
は
同
一

箇
所
が
「
月
番
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　 

　『
差
定
帳
』
は
原
文
書
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、『
差

定
帳
』
成
立
時
の
享
保
以
後
本
屋
仲
間
の
役
職
名
が
使
用
さ
れ
て
原
文
書
の
単
語

が
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
　 

　『
鑑
定
録
』
は
、
享
保
以
後
と
元
禄
時
と
の
ち
が
い
を
明
確
化
す
る
た
め
わ
ざ
わ

ざ
原
文
書
を
受
け
た
『
差
定
帳
』
の
「
月
行
司
」
の
単
語
を
「
月
番
」
に
改
め
た

の
か
、
そ
れ
と
も
、『
差
定
帳
』
の
う
っ
か
り
現
役
名
表
現
を
原
文
書
に
よ
っ
て
正

し
復
し
た
の
か
。

大
阪
本
屋
仲
間
の
歴
史
（
二
） 

―
元
禄
二
十
四
人
衆
（
上
）
―

　
　
山
本

　
秀
樹

（17）

　
　
　
未
詳
。

（
６ 

）
一
覧
の
「
付
記
」
の
一
条
に
次
の
ご
と
し
。

　
　
　
　 
・
収
録
の
デ
ー
タ
は
、
文
庫
・
図
書
館
や
古
書
店
店
頭
で
実
際
に
目
に
し
た

古
書
資
料
以
外
に
、
書
誌
記
述
を
含
む
研
究
書
や
各
種
蔵
書
目
録
類
、
新
古

の
古
書
カ
タ
ロ
グ
等
に
よ
っ
て
作
成
し
た
、
年
来
の
手
控
え
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
、
記
述
の
要
領
や
精
粗
は
区
々
で
あ
り
、
誤
謬
や
漏
れ
が
数
多
く
あ

る
こ
と
と
思
う
（
特
に
演
劇
関
係
が
手
薄
で
あ
る
）。

（
７ 

）
塩
村
氏
は
前
掲
『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
解
説
補
考
（
六
五
三
頁
）
で
「
村
上

嘉
兵
衛
か
」
と
す
る
。

　
　 

　
氏
の
提
案
は
、
氏
の
解
説
記
述
の
流
れ
か
ら
し
て
元
禄
年
間
の
大
阪
案
内
書
に

記
載
さ
れ
る
本
屋
の
中
か
ら
「
嘉
兵
衛
」
の
名
を
持
つ
本
屋
を
選
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
今
の
場
合
享
保
時
の
本
屋
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　
　 

　
享
保
の
本
屋
仲
間
成
立
以
後
は
、
本
屋
た
ち
の
出
版
出
願
記
録
が
残
っ
て
い
る

が
（『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』）、
た
と
え
ば
寛
延
二
年
の
『
日
本
学
則
』

は
「
淡
路
町
切
町
」
の
「
本
屋
嘉
兵
衛
」
の
出
願
書
で
、
実
際
の
刊
記
に
あ
る
名

前
は
「
安
井
嘉
兵
衛
」、寛
延
三
年
の
『
迎
接
記
文
針
芥
鈔
』
も
「
淡
路
町
切
町
」「
本

屋
加
兵
衛
」
の
出
願
で
刊
記
「
安
井
嘉
兵
衛
」、宝
暦
三
年
の
『
老
子
形
気
』
も
「
本

屋
嘉
兵
衛
」
の
出
願
、「
淡
路
町
心
斎
橋
角
」
の
「
安
井
嘉
兵
衛
」
の
刊
行
本
で
あ
る
。

　
　 

　
享
保
の
一
覧
に
あ
る
「
淡
路
町
切
町
」
の
「
本
屋
嘉
兵
衛
」
は
、
こ
う
し
て
、

坂
本
氏
が
そ
う
し
た
よ
う
に
「
安
井
嘉
兵
衛
」
と
見
て
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　 

　
一
方
、
村
上
嘉
兵
衛
の
出
版
物
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
は
『
難
波
丸
』（
元
禄
九

年
、
大
阪
、
油
屋
与
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
伊

丹
屋
与
兵
衛
・
豊
嶋
又
兵
衛
・
雁
金
屋
庄
兵
衛
）
と
『
国
花
万
葉
記
』（
元
禄
十
年
、

大
阪
、
油
屋
与
兵
衛
・
藤
屋
弥
兵
衛
・
八
尾
甚
左
衛
門
・
村
上
加
兵
衛
・
中
村
新
蔵
・

雁
金
屋
庄
兵
衛
）
で
あ
る
（
前
掲
塩
村
氏
「
元
禄
末
年
以
前
の
大
坂
版
元
と
出
版

物
一
覧
」）。

　
　 

　『
難
波
丸
』
の
板
木
は
『
国
花
万
葉
記
』
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
の
ち
に
『
難
波
丸

綱
目
』
を
生
む
（
塩
村
氏
前
掲
書
「
解
説
」
六
四
二
・
六
四
五
頁
）。『
難
波
丸
綱
目
』

に
は
多
治
比
郁
夫
氏
・
日
野
龍
夫
両
先
生
の
編
輯
に
成
る
『
校
本
難
波
丸
綱
目
』（
中

尾
松
泉
堂
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
）
が
あ
る
が
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
版
の

刊
記
に
載
る
書
肆
名
は
田
原
平
兵
衛
・
石
原
茂
兵
衛
・
人
見
理
兵
衛
・
村
田
平
七
・

中
村
庄
兵
衛
・
渋
川
与
市
の
六
名
の
名
で
、
も
は
や
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
見
出
せ

な
い
。

（
８ 

）『
享
保
以
後
板
元
別
書
籍
目
録
』
は
、
大
阪
の
出
願
記
録
『
享
保
以
後
大
阪
出
版

書
籍
目
録
』（
昭
和
十
一
年
初
版
、昭
和
三
十
九
年
復
刻
）
と
江
戸
の
出
版
記
録
『
享

保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』（
昭
和
三
十
七
年
）
に
見
え
る
大
阪
・
江
戸
の
本
屋
の
申

請
本
を
、
本
屋
ご
と
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
９ 

）通
常
個
別
作
品
の
個
別
資
料
と
の
関
わ
り
の
み
を
問
題
に
す
る
日
本
近
世
文
学
研

究
で
は
集
合
か
ら
認
識
仮
説
を
立
て
る
と
い
う
発
想
が
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
　 
　
日
本
史
研
究
が
、
一
つ
の
史
料
か
ら
で
も
一
般
性
を
抽
出
で
き
る
と
の
前
提
に

立
ち
、
そ
の
方
向
性
で
の
語
り
を
盲
目
的
に
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
の
と
ま
る

で
対
極
で
あ
る
。

　
　 

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
仮
に
で
も
認
識
モ
デ
ル
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
し
に
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は
、
そ
れ
が
修
正
さ
れ
て
い
く
状
況
も
何
も
生
ま
れ
な
い
し
、
そ
れ
で
は
何
事
か

を
理
解
し
把
握
し
た
と
は
言
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

　
　 
　
本
稿
で
あ
え
て
他
人
の
褌
で
相
撲
を
取
っ
て
み
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　 

　「
研
究
と
は
概
念
を
提
示
す
る
も
の
」
と
は
、
か
つ
て
西
鶴
輪
講
会
後
に
耳
に
し

た
濱
田
啓
介
先
生
の
語
で
あ
る
。

　
　 

　
先
生
の
こ
の
言
い
ま
わ
し
に
は
近
代
文
芸
評
論
家
的
難
解
さ
が
あ
る
と
思
う
が
、

私
は
「
概
念
」
を
「
一
個
の
認
識
」
と
理
解
し
た
。

〈
付
記 

〉
本
稿
は
平
成
23
年
度
〜
平
成
26
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成

基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
課
題
番
号
二
三
五
二
〇
二
二
五
研
究
課
題
名

「
日
本
近
世
出
版
制
度
史
の
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

在
中
日
本
人
と
芥
川
龍
之
介
の
上
海
訪
問

　
　
宋

　
　
武
全

（19）

在
中
日
本
人
と
芥
川
龍
之
介
の
上
海
訪
問

 
宋

　
　
　
武

　
全

一
　
芥
川
龍
之
介
の
中
国
旅
行
と
「
上
海
游
記
」

　
一
九
二
一
年
三
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て
、
芥
川
龍
之
介
は
大
阪
毎
日

新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
中
国
東
部
の
都
市
、
上
海
・
杭
州
・
南
京
・
九
江
・
漢

口
・
長
沙
・
洛
陽
・
北
京
・
大
同
・
天
津
等
を
遍
歴
し
た
。
帰
国
後
、「
上
海
游
記
」

（
一
九
二
一
年
八
月
一
七
日
〜
九
月
一
二
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
朝
刊
及
び
『
東

京
日
日
新
聞
』
に
連
載
）、「
江
南
游
記
」（
一
九
二
二
年
一
月
一
日
〜
二
月
一
三

日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
朝
刊
に
連
載
）、「
長
江
游
記
」（『
女
性
』
一
九
二
四
年
九

月
号
）、「
北
京
日
記
抄
」（『
改
造
』
一
九
二
五
年
六
月
号
）
を
次
々
と
発
表
し
た
。

そ
の
後
、「
雑
信
一
束
」
を
添
え
て
、『
支
那
游
記
』（
改
造
社

　
一
九
二
五
年
一

〇
月
）
と
題
す
る
単
行
本
を
刊
行
し
た
。

　『
支
那
游
記
』
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、
日
中
の
文
学
者
・
研
究
者
か
ら
、
様
々

な
批
判
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
巴
金
は
『
支
那
游
記
』
を
批
判
し
、「
形
式
以
外
、

彼
（
稿
者
注
：
芥
川
龍
之
介
）
の
作
品
に
は
何
の
中
身
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。

彼
の
全
作
品
は
空
虚
と
い
う
一
言
で
批
判
で
き
る
」（「
幾
段
不
恭
敬
的
話
」『
太
白
』

一
九
三
五
年
一
月

　
日
本
語
訳
は
稿
者
）
と
酷
評
し
て
い
る
。
吉
田
精
一
は
「
つ

ま
ら
な
い
読
物
で
は
な
い
が
、
要
す
る
に
小
説
家
の
見
た
中
国
で
あ
っ
て
、
新
聞

が
、
も
し
く
は
新
聞
の
読
者
が
期
待
し
た
か
も
し
れ
ぬ
よ
う
な
、
支
那
の
現
在
や

将
来
を
深
く
洞
察
し
得
た
も
の
で
は
な
い
」（『
芥
川
龍
之
介
』　
三
省
堂

　
一
九

四
二
年
一
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
神
田
由
美
子
は
、「
芥
川
は
「
中
華
民
国
十
年
」

と
い
う
当
時
の
激
動
す
る
政
治
的
状
況
を
故
意
に
無
視
し
、
中
国
の
著
名
政
治
家
、

運
動
家
と
の
会
見
に
も
深
い
政
治
的
興
味
は
抱
か
ず
、現
代
に
な
お
残
存
す
る「
支

那
風
俗
」
や
「
支
那
美
人
」
の
面
影
に
自
己
の
中
国
像
を
重
ね
て
、
強
い
関
心
を

見
せ
て
い
る
」（
神
田
由
美
子
「
中
国
旅
行
」　
菊
池
弘 

久
保
田
芳
太
郎

　
関
口

安
義
編 

『
芥
川
研
究
事
典
』 

明
治
書
院

　
一
九
八
五
年
一
二
月
）
と
評
し
た
。
林

少
華
は
「『
支
那
游
記
』
で
当
時
中
国
の
汚
い
、
貧
し
い
、
遅
れ
た
一
面
を
延
々

と
描
き
、当
時
の
中
国
の
現
実
を
軽
蔑
し
た
」（「
芥
川
龍
之
介
―
恍
惚
的
不
安
」『
中

華
読
書
報
』 

二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日

　
日
本
語
訳
は
稿
者
）
と
捉
え
て
い
る
。

以
上
か
ら
み
る
と
、
従
来
の
評
価
と
し
て
『
支
那
游
記
』
を
否
定
的
に
と
ら
え
る

見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
『
支
那
游
記
』
を
見
直
し
、
再
評
価
す
る

動
き
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
単
援
朝
は
、「
近
代
史
の
転
換

点
と
も
い
う
べ
き
五
四
運
動
以
来
の
中
国
の
現
状
の
な
か
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る

べ
き
部
分
を
共
産
党
の
代
表
者
李
人
傑
と
の
会
見
を
通
し
て
捉
え
、
メ
モ
風
の
文

語
体
に
よ
る
記
事
で
さ
り
げ
な
く
伝
え
る
と
こ
ろ
に
、
芥
川
の
「
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ス

ト
的
才
能
」
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（「
上
海
の
芥
川
龍
之
介
―
―
共
産
党

の
代
表
者
李
人
傑
と
の
接
触
―
―
」（『
日
本
の
文
学
』
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
と

主
張
し
た
。
青
柳
達
雄
は
、『
支
那
游
記
』
に
散
見
さ
れ
る
中
国
に
対
す
る
「
悪
口
」

を「
一
概
に
芥
川
の「
支
那
」否
定
の
意
思
と
受
け
取
る
の
も
早
計
に
す
ぎ
る
」（「
芥


